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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信機を含む目的局、及び
　共通論理チャネルを経由して無線インタフェ-ス上の受信機と通信する送信機を含む発
信局を具備する、
　送信機が、
　ユ-ザ-情報の行を記憶する第一のバッファと、
　　外部符号ブロックが伝送される必要がある前に最大継続期間を決定し、第一のバッフ
ァに記憶されたユ-ザ-情報の量に基づいて、情報ブロックの空（unfilled）の部分が低減
されるようにユ-ザ-情報の行が情報ブロックを占有することを可能にする情報ブロックの
最適サイズを決定し、且つユ-ザ-情報の行を符号化し始める要求を生成する、予定計画ユ
ニットと、
　予定計画ユニットからの要求に応じて、最適サイズを持つ情報ブロックに適合するよう
にユ-ザ-情報の行を分割し、且つその情報ブロックに関してユ-ザ-情報の行の終りを示す
各情報ブロック内で長さ指標を生成するセグメント化及び連結ユニットと、及び
　外部符号ブロックを造るために情報ブロックに加えられる冗長ブロックを生成するため
に情報ブロックを使用する外部符号器とを具備する、無線回線制御（ＲＬＣ）層上で提供
される外部符号化装置。
【請求項２】
　ユ-ザ-平面情報の量が累積されるとき予定計画ユニットが符号化を開始する、請求項１
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記載の外部符号化装置。
【請求項３】
　パケット伝送遅延時間が終了するとき予定計画ユニットが符号化を開始する、請求項１
記載の外部符号化装置。
【請求項４】
　送信機はさらに各情報ブロックの外でヘッダ-を加える系列番号発生器を具備し、ヘッ
ダ-は各情報ブロックが考慮されるべき順序を識別する系列番号を含む、請求項１記載の
外部符号化装置。
【請求項５】
　系列番号は外部符号ブロックを識別する部分、及びその外部符号ブロック内の各情報ブ
ロックの位置を識別する部分を含む、請求項４記載の外部符号化装置。
【請求項６】
　送信機はさらに情報ブロックを記憶し、共通論理チャネルを経由して無線インタフェ-
ス上で情報ブロックをＭＡＣ層に伝送する伝送バッファを具備する、請求項４記載の外部
符号化装置。
【請求項７】
　第一の源から第一の論理ストリ-ムにおけるユ-ザ-情報を搬送する情報ブロック及び第
二の源から第二の論理ストリ-ムにおける同じユ-ザ-情報を搬送する情報ブロックは同じ
系列番号を有し、そして
　予定計画ユニットは情報ブロックの第一の論理ストリ-ムの系列番号及び情報ブロック
の第二の論理ストリ-ムの系列番号を監視し、且つ第一及び第二のストリ-ムが時間整列す
るように情報ブロックの第二の論理ストリ-ムに関して情報ブロックの第一の論理ストリ-
ムの相対的な時間整列を調整する、請求項４記載の外部符号化装置。
【請求項８】
　ユ-ザ-情報の行の行サイズはアプリケ-ションに基づいて変化する、請求項１記載の外
部符号化装置。
【請求項９】
　予定計画ユニットは各行が一つの伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に最高デ-タ率で伝送さ
れるように固定される外部符号ブロックの行サイズを決定し、全てのユ-ザ-情報を受取る
前に情報ブロック及び長さ指標の伝送を開始する、請求項１記載の外部符号化装置。
【請求項１０】
　セグメント化及び連結は固定サイズの外部符号ブロック行内で適合させるためにユ-ザ-
情報の行を分割し、情報ブロックを生成するためにユ-ザ-情報の行を外部符号ブロック行
に置き、或る空の外部符号ブロックを詰込み情報で充填し、ユ-ザ-情報または詰込みの行
がその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック行内で終了することを示すため
各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加える、請求項９記載の外部符号化
装置。
【請求項１１】
　符号器パケットは情報ブロック、詰込み情報及び長さ指標を含み、そして外部符号器は
抽出情報を得るために各符号器パケットの一部を抽出し、冗長情報の行を生成するために
抽出情報を符号化し、且つ固定行サイズを持つ外部符号ブロックを生成するために冗長情
報の行を符号器パケットに加える、請求項１０記載の外部符号化装置。
【請求項１２】
　外部符号ブロックの行サイズは可変であり、そして一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取ら
れると、予定計画ユニットは受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて外部符号ブロックの行
について可変行サイズを決定し、そして伝送時間間隔の間に伝送される外部符号ブロック
のサイズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化する、請求項１記載の外部符号化装
置。
【請求項１３】
　セグメント化及び連結はユ-ザ-情報の行が複数の外部符号ブロックの行を完全に占有す
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ように可変サイズの外部符号ブロック行内で適合させるためにユ-ザ-情報の行を分割し、
情報ブロックを生成するためにユ-ザ-情報の行を外部符号ブロック行に置き、ユ-ザ-情報
の行がその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック行内で終了することを示す
ため各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加える、請求項１２記載の外部
符号化装置。
【請求項１４】
　符号器パケットは情報ブロック及び長さ指標を含み、そして外部符号器は抽出情報を得
るために各符号器パケットの一部を抽出し、冗長情報の行を生成するために抽出情報を符
号化し、且つ可変行サイズを有する外部符号ブロックを生成するために冗長情報の行を符
号器パケットに加える、請求項１２記載の外部符号化装置。
【請求項１５】
　予定計画ユニットは、一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られ、もしくは外部符号ブロッ
クが生成されるべきであるとの決定が行われると、受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて
、非ユ-ザ-情報によって占有された外部符号ブロックの一部が最小化され、それによって
ユ-ザ-情報伝送率が低減されることを可能にするいくつかの所定の外部符号ブロック行サ
イズから可変外部符号ブロック行サイズを決定する、請求項１記載の外部符号化装置。
【請求項１６】
　予定計画ユニットは、一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られると、受取られたユ-ザ-情
報の量に基づいて、ユ-ザ-情報の行が完全に符号器パケットを占有することを可能にする
可変外部符号ブロック行サイズを決定し、そして伝送時間間隔の間に伝送される外部符号
ブロックのサイズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化する、請求項１記載の外部
符号化装置。
【請求項１７】
　受信機を含む目的局、及び
　共通論理チャネルを経由して無線インタフェ-ス上の受信機と通信する送信機を含む発
信局を具備する、
　受信機は、
　条件が満足されるまで情報ブロックを累積する受信バッファと、
　ここで系列番号は各情報ブロックが属する外部符号ブロック、及び外部符号ブロック内
の情報ブロックの位置を識別し、
　順不同で受信されるあらゆる情報ブロックを再順序付けするために各情報ブロックにお
ける系列番号を利用する再順序付けユニットと、
　一旦情報ブロックが再順序付けされると、重複情報番号を検出するため各情報ブロック
における系列番号を利用し、あらゆる重複情報ブロックを除外する重複検知ユニットと、
　条件が或る外部符号ブロックについて満足されるとき、重複検知ユニットは抹消による
巡回冗長度検査を通らないあらゆる情報ブロックを置換し、且つ外部復号を始める要求を
生成する、
　外部符号ブロックの各情報ブロックから系列番号を取除く系列番号除去ユニットと、
　外部符号ブロックを受取り、必要であれば、欠落情報ブロックを再生成させるために冗
長ブロックを使用することによって外部符号ブロックにおけるあらゆる抹消を復号する外
部復号器と、
　ユ-ザ-情報の行を再構成するために情報ブロック及び長さ指標を使用する再構築ユニッ
トと、及び
　ユ-ザ-情報の行を高位層へ配送するために無線担体上でユ-ザ-情報の行を伝送する送信
バッファと
を具備する、無線回線制御（ＲＬＣ）層上で提供される外部符号化装置。
【請求項１８】
　条件は全体の外部符号ブロックが受取られることである、請求項１７記載の外部符号化
装置。
【請求項１９】
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　条件は外部符号ブロックについてもはや再伝送がないことである、請求項１７記載の外
部符号化装置。
【請求項２０】
　以前に受取られた情報ブロックが復号化の間に情報ブロックの連続受信を可能にするた
めに復号されつつあるとき受信バッファは受信されつつある他の入来情報ブロックを記憶
する、請求項１７記載の外部符号化装置。
【請求項２１】
　再順序付けユニットは第一及び第二の論理ストリ-ムの間の時間オフセットによって復
号化を遅らせ、復号化が開始される前に受取られた二つの外部符号ブロックを待つ、請求
項１７記載の外部符号化装置。
【請求項２２】
　受信バッファは情報ブロックの複数の行を含む外部符号ブロックを受取り、行情報ブロ
ックは各々少なくともユ-ザ-情報の行の一部を含み、情報ブロックの各行のサイズは固定
されており、且つ一つの伝送時間間隔（ＴＴＩ）を占有する、請求項１７記載の外部符号
化装置。
【請求項２３】
　外部復号器は情報ブロック及び長さ指標を含む完全な符号器パケットを生成するために
冗長情報の行を使用して外部符号ブロックを復号し、情報ブロックは誤りがない、請求項
１７記載の外部符号化装置。
【請求項２４】
　再構築ユニットはユ-ザ-情報のどの行がその情報ブロックによって占有される外部符号
ブロック行内で終わり、且つ情報ブロックをユ-ザ-情報の行に分割するかを決定するため
に各情報ブロックにおいて少なくとも一つの長さ指標を使用する、請求項１７記載の外部
符号化装置。
【請求項２５】
　受信バッファは情報ブロックの複数の行を含む外部符号ブロックを受取り、行情報ブロ
ックは各々ユ-ザ-情報の行の少なくとも一部を含み、情報ブロックの各行のサイズは可変
であり、且つユ-ザ-情報の行は完全に情報ブロックの複数の行を占有する、請求項１７記
載の外部符号化装置。
【請求項２６】
　ユ-ザ-情報の行を記憶する第一のバッファと、
　外部符号ブロックが伝送される必要がある前に最大継続期間を決定し、第一のバッファ
に記憶されたユ-ザ-情報に基づいて、情報ブロックの空（unfilled）の部分が低減される
ようにユ-ザ-情報の行が情報ブロックを占有することを可能にする情報ブロックの最適サ
イズを決定し、且つユ-ザ-情報の行を符号化し始める要求を生成する予定計画ユニットと
、
　予定計画ユニットからの要求に応じて、最適サイズを持つ情報ブロックに適合するよう
にユ-ザ-情報の行を分割し、且つその情報ブロックに関してユ-ザ-情報の行の終りを示す
各情報ブロック内で長さ指標を生成するセグメント化及び連結ユニットと、及び
　無線回線制御（ＲＬＣ）層の前に情報ブロックを受取り、且つ外部符号ブロックを造る
ために情報ブロックに加えられる冗長ブロックを生成するために情報ブロックを使用する
外部符号器とを具備する発信局。
【請求項２７】
　ユ-ザ-平面情報の量が累積されるとき予定計画ユニットが符号化を開始する、請求項２
６記載の発信局。
【請求項２８】
　パケット伝送遅延時間が終了するとき予定計画ユニットが符号化を開始する、請求項２
６記載の発信局。
【請求項２９】
　送信機はさらに各情報ブロックの外でヘッダ-を加える系列番号発生器を具備し、ヘッ
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ダ-は各情報ブロックが考慮されるべき順序を識別する系列番号を含む、請求項２６記載
の発信局。
【請求項３０】
　系列番号は外部符号ブロックを識別する部分、及びその外部符号ブロック内の各情報ブ
ロックの位置を識別する部分を含む、請求項２９記載の発信局。
【請求項３１】
　送信機は、情報ブロックを記憶し、共通論理チャネルを経由して無線インタフェ-ス上
で情報ブロックを伝送する伝送バッファをさらに具備する、請求項２９記載の発信局。
【請求項３２】
　第一の源から第一の論理ストリ-ムにおけるユ-ザ-情報を搬送する情報ブロック及び第
二の源から第二の論理ストリ-ムにおける同じユ-ザ-情報を搬送する情報ブロックは同じ
系列番号を有し、そして
　予定計画ユニットは情報ブロックの第一の論理ストリ-ムの系列番号及び情報ブロック
の第二の論理ストリ-ムの系列番号を監視し、且つ第一及び第二のストリ-ムが時間整列す
るように情報ブロックの第二の論理ストリ-ムに関して情報ブロックの第一の論理ストリ-
ムの相対的な時間整列を調整する、請求項２９記載の発信局。
【請求項３３】
　ユ-ザ-情報の行の行サイズはアプリケ-ションに基づいて変化する、請求項２６記載の
発信局。
【請求項３４】
　予定計画ユニットは各行が一つの伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に最高デ-タ率で伝送さ
れるように固定される外部符号ブロックの行サイズを決定し、全てのユ-ザ-情報を受取る
前に情報ブロック及び長さ指標の伝送を開始する、請求項２６記載の発信局。
【請求項３５】
　セグメント化及び連結ユニットは固定サイズの外部符号ブロック行内で適合させるため
にユ-ザ-情報の行を分割し、情報ブロックを生成するためにユ-ザ-情報の行を外部符号ブ
ロック行に置き、或る空の外部符号ブロックを詰込み情報で充填し、ユ-ザ-情報の行また
は詰込みがその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック行内で終了することを
示すため各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加える、請求項３４記載の
発信局。
【請求項３６】
　符号器パケットは情報ブロック、詰込み情報及び長さ指標を含み、そして外部符号器は
抽出情報を得るために各符号器パケットの一部を抽出し、冗長情報の行を生成するために
抽出情報を符号化し、且つ固定行サイズを持つ外部符号ブロックを生成するために冗長情
報の行を符号器パケットに加える、請求項３５記載の発信局。
【請求項３７】
　外部符号ブロックの行サイズは可変であり、そして一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取ら
れると、予定計画ユニットは受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて外部符号ブロックの行
について可変行サイズを決定し、そして伝送時間間隔の間に伝送される外部符号ブロック
のサイズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化する、請求項２６記載の発信局。
【請求項３８】
　セグメント化及び連結ユニットはユ-ザ-情報の行が複数の外部符号ブロック行を完全に
占有すように可変サイズの外部符号ブロック行内で適合させるためにユ-ザ-情報の行を分
割し、情報ブロックを生成するためにユ-ザ-情報の行を外部符号ブロック行に置き、ユ-
ザ-情報の行がその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック行内で終了するこ
とを示すために各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加える、請求項３７
記載の発信局。
【請求項３９】
　符号器パケットは情報ブロック及び長さ指標を含み、そして外部符号器は抽出情報を得
るために各符号器パケットの一部を抽出し、冗長情報の行を生成するために抽出情報を符
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号化し、且つ可変行サイズを有する外部符号ブロックを生成するために冗長情報の行を符
号器パケットに加える、請求項３７記載の発信局。
【請求項４０】
　予定計画ユニットは、一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られ、もしくは外部符号ブロッ
クが生成されるべきであるとの決定が行われると、受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて
、非ユ-ザ-情報によって占有された外部符号ブロックの一部が最小化され、それによって
ユ-ザ-情報伝送率が低減されることを可能にするいくつかの所定の外部符号ブロック行サ
イズから可変外部符号ブロック行サイズを決定する、請求項２６記載の発信局。
【請求項４１】
　予定計画ユニットは、一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られると、受取られたユ-ザ-情
報の量に基づいて、ユ-ザ-情報の行が完全に符号器パケットを占有することを可能にする
可変外部符号ブロック行サイズを決定し、そして伝送時間間隔の間に伝送される外部符号
ブロックのサイズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化する、請求項２６記載の発
信局。
【請求項４２】
　複数の行を持つ固定行サイズ外部符号ブロックを造る方法であって、
　無線搬送体上でユ-ザ-情報を受取り、ここでユ-ザ-情報の行のサイズはアプリケ-ショ
ンに基づいて変化し、
　チャネル条件に基づいて、一つの伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に最高デ-タ率で各行が
伝送されることを可能にする固定外部符号ブロック行サイズを決定し、
　固定サイズの外部符号ブロック行内に適合するためにユ-ザ-情報の行をセグメント化及
び連結し、
　情報ブロックを生成するためにユ-ザ-情報の行を外部符号ブロック行に置き、ここであ
らゆる空の外部符号ブロック行は詰込み情報が充填され、
　ユ-ザ-情報の行または詰込みがその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック
行内で終わることを示すため、各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加え
、ここで符号器パケットは情報ブロック、詰込み情報及び長さ指標を含み、
　全てのユ-ザ-情報を受取る前に情報ブロック及び長さ指標の伝送を開始し、
　抽出情報を得るために各符号器パケットの一部を抽出し、
　冗長情報の行を生成するために抽出情報を符号化し、及び
　固定行サイズを持つ外部符号ブロックを生成するために冗長情報の行を符号器パケット
に加えることを含む方法。
【請求項４３】
　複数の行を有する可変行サイズ外部符号ブロックを造る方法であって、
　無線搬送体上でユ-ザ-情報を受取り、ここでユ-ザ-情報の行のサイズはアプリケ-ショ
ンに基づいて変化し、
　一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られると、受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて、可
変外部符号ブロック行サイズを決定し、ここで伝送時間間隔の間に伝送された外部符号ブ
ロックのサイズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化し、
　可変サイズの外部符号ブロック行内に適合するためにユ-ザ-情報の行をセグメント化及
び連結し、
　情報ブロックを生成するために ユ-ザ-情報の行を外部符号ブロック行に置き、
　ユ-ザ-情報の行がその情報ブロックによって占有された外部符号ブロック行内で終わる
ことを示すため各外部符号ブロック行に少なくとも一つの長さ指標を加え、ここでユ-ザ-
情報の行は複数の外部符号ブロック行を完全に占有し、符号器パケットは情報ブロック及
び長さ指標を含み、
　抽出情報を得るために各符号器パケットの一部を抽出し、
　冗長情報の行を生成するために抽出情報を符号化し、
　可変行サイズを持つ外部符号ブロックを生成するために冗長情報の行を符号器パケット
に加え、及び
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　符号器パケットを伝送することを含む方法。
【請求項４４】
　受取られるユ-ザ-情報の量に基づいて可変外部符号ブロック行サイズを決定することは
、
　一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られるか、もしくは外部符号ブロックが生成されるべ
きであるとの決定が行われると、受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて、非ユ-ザ-情報に
よって占有された外部符号ブロックの一部が最小化され、それによってユ-ザ-情報伝送率
が低減されることを可能にするいくつかの所定の外部符号ブロック行サイズから可変外部
符号ブロック行サイズを決定することを含む、請求項４３記載の方法。
【請求項４５】
　受取られるユ-ザ-情報の量に基づいて可変外部符号ブロック行サイズを決定することは
、
　一旦ユ-ザ-情報の全ての行が受取られると、受取られたユ-ザ-情報の量に基づいて、ユ
-ザ-情報の行が符号器パケットを完全に占有することを可能にする可変外部符号ブロック
行サイズを決定することを含み、伝送時間間隔の間に伝送される外部符号ブロックのサイ
ズは外部符号ブロック行サイズに基づいて変化する、請求項４３記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９の下における優先権主張
　本特許出願は２００３年８月２１日出願の“Method and Apparatus for Seamless Deli
very of Broadcast and Multicast Content Across Cell Borders and/or Between Diffe
rent Transmission Schemes”と題する仮出願第６０／４９７，４５７号、及び２００３
年８月２１日出願の“L2 Design for Outer Coding Scheme”と題する仮出願第６０／４
９７，４５６号に対する優先権を要求するものであり、双方共にこの譲請人に譲渡され、
且つ引例としてここに特に組み込まれる。
【０００２】
　分野
　本発明は一般に通信システムに関係し、特に放送（broadcast）及びマルチキャスト（m
ulticast）コンテンツの配送に関係する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは伝統的に音声トラヒック及び低デ-タ伝送率非音声トラヒックを搬
送するために使用されてきた。今日、ビデオ、デ-タ、及び他形式のトラヒックといった
高デ-タ転送率（ＨＤＲ）マルチメディア・トラヒックを搬送する無線通信システムが実
施されつつある。マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）チャネル
は無線放送、テレビ放送、映画、及び他の形式のオ-ディオ或いはビデオコンテンツとい
った音声、オ-ディオ及びビデオ・デ-タ源に基づいてストリ-ミング・アプリケ-ションを
伝送するために使用される。ストリ-ミング・デ-タ源は時々断続し、且つ一般的に圧縮さ
れるために、遅延及びある程度の損失またはビット誤りを許容することができる。従って
、無線接続網（Radio Access Network：ＲＡＮ）において到着する伝送のデ-タ伝送率は
非常に変動する。アプリケ-ション・バッファは一般的に有限であるので、変動する源デ-
タ伝送率（data rate）に対応するＭＢＭＳ伝送機構が必要とされる。
【０００４】
基地局は一般的に大抵は複数のパケットにまとめられた情報信号を伝送することによって
そのようなマルチメディア・トラヒック・サ-ビスを加入者局に提供する。パケットはデ-
タ（ペイロ-ド）及び制御要素を含む一群のバイトであり、それらは特定のフォ-マットに
配列される。制御要素は、例えば、巡回冗長度検査（ＣＲＣ）、パリティ・ビット、及び
他の形式の計量基準を含むプリアンブル及び品質計量基準を含む。パケットは通信チャネ
ル構造に従ってメッセ-ジ中に通常フォ-マットされる。メッセ-ジは発信端末と目的端末
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との間を往来し、信号対雑音比、時間変動、及び他のそのような特性などの通信チャネル
の特性による影響を受ける。そのような特性は異なる通信チャネルにおいて異なって変調
信号に影響を及ぼす。他の考慮事項では、無線通信チャネル上における変調情報信号の伝
送は変調信号における情報を保護する適切な方法の選択を必要とする。そのような方法は
、例えば、符号化、シンボルの繰返し、及び当業者に既知の他の方法を含む。しかしなが
ら、これらの方法はオ-バ-ヘッドを増大させる。従って、メッセ-ジ配送の信頼性とオ-バ
-ヘッドの量との間の技術的妥協がなされなければならない。
【０００５】
　オペレ-タは一般的にＭＢＭＳコンテンツを受取ることに関心を持つ加入者局またはユ-
ザ-装置（ＵＥ）の数に応じてセル基準によってセル上の二地点間（Point-to-Point：Ｐ
ＴＰ）接続か一地点対多地点（Point-to-Multipoint：ＰＴＭ）接続のいずれかを選択す
る。
【０００６】
　二地点間（ＰＴＰ）伝送は受信区域における選択ユ-ザ-にサ-ビスをするために専用チ
ャネル（dedicated channels）を使用する。「専用の」チャネルは単独加入者局へ／から
の情報を搬送する。二地点間（ＰＴＰ）伝送では、個別のチャネルが各移動局への伝送の
ために使用される。順方向回線または下り回線方向における一ユ-ザ-・サ-ビスのための
専用ユ-ザ-・トラヒックは、例えば、専用トラヒック・チャネル（Dedicated Traffic Ch
annel：ＤＴＣＨ）と呼ばれる論理チャネルを通して送られる。二地点間（ＰＴＰ）通信
サ-ビスは、例えば、受信区域における特定のマルチメディア放送及びマルチキャストサ-
ビス（ＭＢＭＳ）を要求する十分なユ-ザ-がいなければ、一般的に最も効率的である。そ
のような場合には、基地局がサ-ビスを要求した特定のユ-ザ-にだけサ-ビスを伝送する二
地点間（ＰＴＰ）伝送が使用される。例えば、Ｗ-ＣＤＭＡシステムでは、所定数の移動
局までは専用チャネルまたは二地点間（ＰＴＰ）伝送を用いることがより効率的である。
【０００７】
　「放送通信」もしくは「一地点対多地点（ＰＴＭ）通信」は複数の移動局への共通通信
チャネル上の通信である。「共通の（common）」チャネルは多数の加入者局へ／から情報
を搬送し、いくつかの端末によって同時に使用される。一地点対多地点（ＰＴＭ）通信サ
-ビスでは、例えば、サ-ビスを要求するユ-ザ-の数が基地局の受信区域内で所定の限界数
を超えれば、セル基地局は共通チャネル上でマルチメディア・トラヒック・サ-ビスを放
送する。ＣＤＭＡ２０００システムでは、ＰｔＭ無線担体（radio bearer）がＰｔＰ無線
担体とほとんど同様に効率的であるので、放送もしくは一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送が
一般的にＰｔＰ伝送の代わりに使用される。特定の基地局からの共通チャネル伝送は他の
基地局からの共通チャネル伝送と必ずしも同期されるとは限らない。一般的な放送システ
ムでは、一以上の中央局はコンテンツを（ユ-ザ-の放送ネット）にサ-ビスする。中央局
は全ての加入者もしくは一群の特定の加入者局のいずれかに情報を伝送する。放送サ-ビ
スに関心がある各加入者局は共通順方向回線信号を監視する。一地点対多地点（ＰＴＭ）
伝送は下り回線または順方向共通チャネル上で送られる。この共通放送順方向回線信号は
一般的に順方向回線または「下り回線」方向に存在する共通トラヒック・ チャネル（Ｃ
ＴＣＨ）のような一方向チャネル上で放送される。このチャネルは一方向性であるので、
全ての加入者ユニットが基地局に返信することを許容すると通信システムに過剰負担にな
り、加入者局は一般に基地局と通信しない。このように、一地点対多地点（ＰＴＭ）通信
サ-ビスでは、加入者局によって受取られた情報に誤りがあるとき、加入者局は基地局へ
返信することができなくなる。従って、情報保護の他の手段が望ましことになる。
【０００８】
　ＣＤＭＡ２０００システムでは、加入者局は一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送において軟
結合する。情報信号を保護する措置がとられるときでも、通信チャネルの状態は目的局が
専用チャネル上で転送されたいくつかのパケットを復号することができないほど劣化する
。そのような場合に、一つの方策は目的 (加入者) 局によって作成された自動再伝送要求
（Automatic retransmission reQuest：ＡＲＱ）を用いて発信（基地）局に非復号パケッ
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トを単に再伝送することである。再伝送はデ-タ・パケットの配送を保証するのに役立つ
。デ-タが正しく配送できない場合には、伝送側におけるＲＬＣのユ-ザ-が通知される。
【０００９】
　加入者局は一般的にいくつかのシナリオで移行（transitions）を受ける。これらの移
行はいろいろな方法に分類される。例えば、移行は「交差移行（cross transitions）」
及び「直接移行（direct transitions）」として分類される。移行はまた「セル間（inte
r-cell）」移行及び「セル内（intra-cell）」移行として分類される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　セルまたは伝送手法の間の移行はユ-ザ-に好ましくないサ-ビス中断の結果をもたらす
。加入者局またはユ-ザ-装置（ＵＥ）が一つのセルから他方のセルへ移動するとき、もし
くは マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）コンテンツの配送がサ
-ビス・セルにおいて一つのモ-ドから別のモ-ドに変わるとき、問題が起こる。近隣のセ
ルからの伝送は相互に関して量Δｔ１だけ時間移行される。さらに、移動局は目的セルに
おけるシステム情報（それはある量の処理時間Δｔ２を必要とする）を決定する必要があ
るので、さらに遅延が移行の間に導入される。異なるセル（または、異なる伝送チャネル
形式：二地点間（ＰＴＰ）／一地点対多地点（ＰＴＭ））から伝送されたデ-タ・ストリ-
ムは相互に関してオフセットされる。従って、異なるセルからの多地点（ＰＴＭ）伝送の
間に、移動局は二度同じコンテンツのブロックを受取るか、もしくはコンテンツのいくつ
かのブロックは失われるかもしれず、それはサ-ビス品質（Quality of Service）に関し
て好ましくない。セル間及び／または二地点間（ＰＴＰ）伝送と一地点対多地点（ＰＴＭ
）伝送との間の移行は、移行の持続期間、及び伝送の間の遅延または誤整列によってサ-
ビスにおいて中断を引き起こす。
【００１１】
　従って、サ-ビス連続性を提供し、且つユ-ザ-装置（ＵＥ）が一つのセルから他のセル
に移動するときに起こる移行によって引き起こされる、或いはコンテンツの配送が同じサ
-ビス・セルにおける二地点間（ＰＴＰ）接続から一地点対多地点（ＰＴＭ）接続に変わ
るとき起こる移行によって引き起こされるコンテンツの配送における中断を低減する伝送
技術が当技術分野において必要である。そのような伝送技術は好しくはセル境界を越えて
、且つ／または一地点対多地点（ＰＴＭ）及び二地点間（ＰＴＰ）といった異なる伝送手
法の間で継ぎ目のない配送を可能にするであろう。デ-タが移行の間に失われないように
、異なるストリ-ムを調整し、且つそのような移行の間に各デ-タ・ブロックからコンテン
ツを再生するための機構もまた望ましい。受信端末における復号の間にデ-タを再配列す
るための機構を提供することもまた望ましい。　
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　用語「典型的な（exemplary）」はここでは「例、場合、または実例として役立つ」こ
とを意味する。「典型的な」としてここに示された実施例は他の実施例に対して好ましい
とか、有利であると必ずしも解釈されるとは限らない。
　術語「移動局（mobile station）」はここでは術語「目的局（destination station）
」、「加入者局（subscriber station）」、「加入者ユニット」、「端末（terminal）」
及び「ユ-ザ-装置（User Equipment：ＵＥ）」と互換可能で、ＵＭＴＳ地上無線接続網（
ＵＴＲＡＮ）といった接続網（access network）が通信を行う基地局のようなハ-ドウェ
アを参照するようにここに使用される。ＵＭＴＳシステムでは、ユ-ザ-装置（ＵＥ）はユ
-ザ-がＵＭＴＳ網サ-ビスにアクセスすることを可能にし、さらに好しくは全てのユ-ザ-
予約情報を含むＵＳＩＭを含むデバイスである。移動局は移動可能もしくは静止しており
、例えば、光ファイバもしくは同軸ケ-ブルを使用して無線チャネルもしくは有線チャネ
ルを介して通信する通信器、デ-タ・デバイスまたは端末を一般に含む。移動局はＰＣカ-
ド、コンパクト・フラッシュ、外付または内蔵モデム、もしくは無線または有線電話を含
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むデバイスに具体化されるが、それに限定されるものではない。
【００１３】
　術語「接続設定状態（connection setup state）」は移動局が基地局との稼働トラヒッ
ク・チャネル接続を確立する過程にある状態を云う。
　術語「トラヒック状態」は移動局が基地局との稼働トラヒック・チャネル接続を確立し
た状態を云う。
【００１４】
　術語「通信チャネル」は文脈によって物理チャネルまたは論理チャネルを意味するため
にここに使用される。
　術語「物理チャネル」は空中インタフェ-ス上でユ-ザ-・デ-タもしくは制御情報を搬送
するチャネルを参照するようにここに使用される。物理チャネルは情報が実際に転送され
る無線プラットフォ-ムを提供し、且つ無線回線上で通信及びユ-ザ-・デ-タを搬送するの
に役立つ「伝送メディア」である。物理チャネルは一般的に周波数スクランブル符号とチ
ャネル化符号の組合せを含む。上り回線方向では、相対位相がまた含まれる。異なるいく
つかの物理チャネルは移動局がしようと試みていることに基づいて上り回線方向で使用さ
れる。ＵＭＴＳシステムでは、術語「物理チャネル」はＵｕインタフェ-ス上で異なる目
的に割当てられた異なる種類の帯域幅を云う。物理チャネルはユ-ザ-装置（ＵＥ）領域と
網接続領域との間にＵｕインタフェ-スの物理的存在を形成する。物理チャネルは空中イ
ンタフェ-ス上でデ-タを転送するために使用される物理的写像及び属性によって定義され
る。
【００１５】
　術語「搬送チャネル（transport channel）」はピア物理層エンティティ-（peer physi
cal layer entities）間のデ-タ搬送のための通信ル-トを参照するようにここに使用され
る。搬送チャネルは情報が伝送される方法に関係する。一般に、共通搬送チャネル（Comm
on Transport Channels）と専用搬送チャネル（Dedicated Transport Channels）として
知られている二つの形式の搬送チャネルがある。搬送チャネルは、例えば、専用または共
通物理チャネル、或いは論理チャネルの多重化のいずれかを使用して、どのように及びど
のような特性のデ-タが空中インタフェ-ス上で物理層に転送されるかによって定義される
。搬送チャネルは物理層のためのサ-ビス・アクセス・ポイント（ＳＡＰ）としての役目
をする。ＵＭＴＳシステムでは、搬送チャネルはいかに論理チャネルが転送され、且つこ
れらの情報の流れを物理チャネルに写像するかを記述する。搬送チャネルはメディア・ア
クセス制御（Medium Access Control：ＭＡＣ）層と物理層（ＬＩ）との間で信号及びユ-
ザ-・デ-タを搬送するために使用される。無線網制御器（Radio Network Controller：Ｒ
ＮＣ）は搬送チャネルを見る。情報は物理チャネルに写像されるいくつかの搬送チャネル
のいずれか一つでＭＡＣ層から物理層へ渡される。
【００１６】
　術語「論理チャネル」は特定の形式の情報の転送に専用の情報ストリ-ムまたは無線イ
ンタフェ-スを参照するようにここに使用される。論理チャネルは伝送される情報に関係
する。論理チャネルはどんな形式の情報、例えば、通信またはユ-ザ-・デ-タが転送され
るかによって定義され、網及び端末が異なる時点で実行すべき異なるタスクとして理解さ
れる。論理チャネルは移動局領域とアクセス領域との間で実際の情報転送を行う搬送チャ
ネルに写像される。情報は物理チャネルに写像される搬送チャネルを介して写像される論
理チャネルを経由して渡される。
【００１７】
　術語「専用チャネル（dedicated channel）」は一般的に特定のユ-ザ-に専用または用
意され、且つ情報を特定の移動局、加入者ユニット、またはユ-ザ-設備からまたはそこへ
搬送するチャネルを参照するようにここに使用される。専用チャネルは一般的にあるユ-
ザ-向けの情報を搬送し、高位層制御情報と同様に実際のサ-ビスのためのデ-タを含む。
専用チャネルは或る周波数の或る符号によって識別される。専用チャネルは潜在的にフィ
-ドバックを可能にするために双方向性である。
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【００１８】
　術語「共通チャネル（common channel）」は多数の移動局へ／から情報を搬送する搬送
チャネルを参照するようにここに使用される。共通チャネルでは、情報は全ての移動局の
間で共有される。共通チャネルは全てのユ-ザ-または一群のセル中のユ-ザ-の間で分配さ
れる。
【００１９】
　術語「二地点間（Point-to-Point：ＰＴＰ）通信は専用物理通信チャネル上で単独の移
動局に伝送される通信を意味するようにここに使用される。
　術語「放送通信（broadcast communication）」もしくは「 一地点対多地点（Point-to
-Multipoint：ＰＴＭ）通信」は共通通信チャネル上で複数の移動局への通信を参照する
ようにここに使用される。
【００２０】
　術語「逆方向回線（reverse link）または上り回線チャネル（uplink channel）」は移
動局が無線接続網において信号を基地局に送る通信チャネル／回線を参照するようにここ
に使用される。このチャネルはまた移動局から移動局へ、もしくは移動局から基地局へ信
号を伝送するために使用される。
【００２１】
　術語「順方向回線（forward link）または下り回線チャネル（downlink channel）」は
無線接続網が信号を移動局に送る通信チャネル／回線を意味するようにここに使用される
。
　術語「伝送時間間隔（Transmission Timing Interval：ＴＴＩ）」はどのくらいの頻度
でデ-タが高位層から物理層まで到着するかを参照するようにここに使用される。伝送時
間間隔（ＴＴＩ）は搬送ブロック集合（Transport Block Set：ＴＢＳ）の到着時間間隔
を云い、ＴＢＳが無線インタフェ-ス上で物理層によって転送される周期にほぼ等しい。
ＴＴＩの間に搬送チャネル上で送られるデ-タは符号化され、一緒にインタリ-ブされる。
ＴＴＩは多数の無線フレ-ムにわたり、最小インタリ-ブ期間の倍数である。単独接続のた
めに共に多重化される異なる搬送チャネルに関するＴＴＩの開始位置は時間整列される。
ＴＴＩは共通の開始点を有する。メディア・アクセス制御は一つの搬送ブロック集合をＴ
ＴＩごとに物理層に配送する。同じ物理チャネル上に写像される異なる搬送チャネルは異
なる伝送時間間隔（ＴＴＩ）継続期間を有する。多数のＰＤＵは一つのＴＴＩにおいて送
られる。
【００２２】
　術語「パケット」は一群のビットを意味するようにここに使用され、特定のフォ-マッ
トに配列されたデ-タまたはペイロ-ド及び制御要素を含む。制御要素は、例えば、プリア
ンブル、品質計量基準、及び当業者に既知の他のものを含む。品質計量基準は、例えば、
巡回冗長度検査（ＣＲＣ）、パリティ・ビット及び当業者に既知の他のものを含む。
【００２３】
　術語「接続網（access network）」は網にアクセスするのに必要な装置を意味するよう
にここに使用される。接続網は基地局（ＢＳ）の集合（collection）及び網（network）
及び一以上の基地局制御器（ＢＳＣ）を含む。接続網は多数の加入者局の間でデ-タ・パ
ケットを搬送する。接続網はさらに企業イントラネットまたはインタ-ネットのような接
続網の外で追加の網と接続され、アクセス端末とそのような外側の網との間でデ-タ・パ
ケットを搬送する。ＵＭＴＳシステムでは、接続網はＵＭＴＳ地上無線接続網（UMTS Ter
restrial Radio Access Network：ＵＴＲＡＮ）と呼ばれる。
【００２４】
　術語「中核網（core network）」は回線交換（ＣＳ）領域における回線交換呼出のため
の公衆交換電話網（Public Switched Telephone Network：ＰＳＴＮ）及びパケット交換
（ＰＳ）領域におけるパケット交換呼出のためのパケット・デ-タ網（ＰＳＤＮ）のいず
れかに接続するための交換（switching）及び経路割当（routing）能力を参照するように
ここに使用される。術語「中核網」はまた移動性及び加入者場所管理、及び認証サ-ビス
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のための経路割当能力を言う。中核網は交換及び加入者制御のために必要な網要素を含む
。
【００２５】
　術語「基地局」は移動局が通信するハ-ドウェアを含む「発信局（origination station
）」を参照するようにここに使用される。 ＵＭＴＳシステムでは、術語「ノ-ドＢ」は術
語「基地局」と互換的に使用される。基地局は固定されているか、移動する。
【００２６】
　術語「セル」はその術語が使用される文脈に応じてハ-ドウェアか地理的な受信区域の
いずれかを参照するようにここに使用される。
　術語「サ-ビス・デ-タ・ユニット（Service Data Unit：ＳＤＵ）」は関心のプロトコ
ル上方にあるプロトコルと交換されるデ-タ・ユニットを参照するようにここに使用され
る。
【００２７】
　術語「ペイロ-ド・デ-タ・ユニット（Payload Data Unit：ＰＤＵ）は関心のプロトコ
ル下方にあるプロトコルと交換されるデ-タ・ユニットを参照するようにここに使用され
る。関心のプロトコルの同一性が曖昧であれば、名前に特定の記載が行われるであろう。
例えば、ＦＥＣ-ＰＤＵはＦＥＣ層のＰＤＵである。
【００２８】
　術語「ソフト・ハンドオフ（soft handoff）」は加入者局と二つ以上のセクタとの間の
通信を意味するようにここに使用され、ここでは各セクタは異なるセルに属する。逆方向
回線通信は双方のセクタによって受信され、順方向回線通信は二つ以上のセクタの順方向
回線上で同時に搬送される。
【００２９】
　術語「よりソフトなハンドオフ（softer handoff）」は加入者局と二つ以上のセクタと
の間の通信を意味するようにここに使用され、ここでは各セクタは同じセルに属する。逆
方向回線通信は双方のセクタによって受信され、順方向回線通信は二つ以上のセクタの順
方向回線の一つで同時に搬送される。
【００３０】
　術語「抹消（erasure）」はメッセ-ジを認識することの不成功を意味するようにここに
使用され、また復号の時に見逃している一組のビットを参照するように使用される。
　術語「交差移行（cross transition）」は二地点間（ＰＴＰ）伝送から一地点対多地点
（ＰＴＭ）伝送への移行、等々として定義される。逆も同様である。セルＡにおける二地
点間（ＰＴＰ）伝送からセルＢにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送へ、セルＡにおけ
る一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送からセルＢにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送へ、セルＡ
における二地点間（ＰＴＰ）伝送からセルＡにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送へ、
及びセルＡにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送からセルＡにおける二地点間（ＰＴＰ
）伝送への四つの可能な交差移行がある。
【００３１】
　術語「直接移行（direct transition）」は一つの二地点間伝送から別の二地点間伝送
及び一地点対多地点伝送から一地点対多地点伝送への移行として定義される。セルＡにお
ける二地点間（ＰＴＰ）伝送からセルＢにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送へ、及びセルＡ
における一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送からセルＢにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝
送への二つの可能な直接移行がある。
【００３２】
　術語「セル間移行（inter-cell transition）」はセル境界を越える移行を参照するよ
うに使用される。セルＡにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送からセルＢにおける二地点間（
ＰＴＰ）伝送へ、セルＡにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送からセルＢにおける一地
点対多地点（ＰＴＭ）伝送へ、セルＡにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送からセルＢにおけ
る一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送へ、及びセルＡにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送
からセルＢにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送への四つの可能なセル間移行がある。一般に
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最も頻繁な移行はセル境界を越える一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送への一地点対多地点（
ＰＴＭ）伝送である。
【００３３】
　術語「セル内移行（intra-cell transition）」は一つのモ-ドから別のモ-ドへのセル
内の移行を参照するように使用される。セルＡにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送からセル
Ａにおける一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送へ、及びセルＡにおける一地点対多地点（ＰＴ
Ｍ）伝送からセルＡにおける二地点間（ＰＴＰ）伝送への二つの可能なセル内移行がある
。
【００３４】
　術語「無線担体（radio bearer）」はユ-ザ-装置（ＵＥ）とＵＭＴＳ地上無線接続網（
ＵＴＲＡＮ）との間でユ-ザ-・デ-タの転送のための層２によって提供されるサ-ビスを参
照するように使用される。
　上記の形態がＷ-ＣＤＭＡもしくはＵＭＴＳ通信システムにおいて実施される本発明の
実施例はこれから論じられる。図１～５Ｃはここに記述された発明の形態が例示及び限定
の目的のために提示されている従来のＵＭＴＳまたはＷ-ＣＤＭＡシステムのいくつかの
形態を説明する。本発明の形態はまた「第３世代共同プロジェクト（3rd Generation Par
tnership Project：３ＧＰＰ）」に準拠するＧＳＭステム及びＣＤＭＡ２０００システム
といった音声及びデ-タの両方を搬送する他のシステムにも適用可能であり、文書番号３
Ｇ　ＴＳ２５．２１１、３Ｇ　ＴＳ２５．２１２、３Ｇ　ＴＳ２５．２１３、及び３Ｇ　
ＴＳ２５．２１４（Ｗ-ＣＤＭＡ規格）、または「ＴＲ-４５．５　ｃｄｍａ２０００スペ
クトル拡散システム」（ＩＳ２０００規格）、及びＴＳ０４．０８（移動無線インタフェ
-ス層３仕様）、ＴＳ０５．０８（無線サブシステム回線制御）、及びＴＳ０５．０１（
無線経路上の物理層（一般記述））といったＧＳＭ仕様を含む一組の文書において具体化
できることは認識されるべきである。
【００３５】
　例えば、無線接続網２０は、代りに、ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムにおいて全地上無線接
続網（ＵＴＲＡＮ）空中インタフェ-スを使用して実施されることをその記述は明記して
いるけれども、無線接続網２０はＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線接続網（ＧＥＲＡＮ）であり、相
互システムの場合にはそれはＵＴＲＡＮ空中インタフェ-スのセル及びＧＳＭ／ＥＤＧＥ
空中インタフェ-スのセルを含む。
【００３６】
　ＵＭＴＳ網トポロジ-
　図１はＵＭＴＳ網トポロジ-による通信システムのブロック図である。ＵＭＴＳシステ
ムはユ-ザ-装置（ＵＥ）１０、接続網２０、及び中核網３０を含む。ＵＥ１０は外部網に
接続される中核網３０に接続される接続網に接続される。
【００３７】
　ＵＥ１０はユ-ザ-の予約情報を含む移動装置１２及び汎用加入者証明モジュ-ル（Unive
rsal Subscriber Identity Module：ＵＳＩＭ）１４を含む。Ｃｕインタフェ-ス（示され
ていない）はＵＳＩＭ１４と移動装置１２との間の電気インタフェ-スである。ＵＥ１０
は一般にユ-ザ-がＵＳＩＭ網サ-ビスにアクセスすることを可能にするデバイスである。
ＵＥ１０は携帯電話、固定局、または他のデ-タ端末といった移動体である。移動装置は
、例えば、空中インタフェ-ス（Ｕｕ）上で無線通信のために使用される無線端末である
。Ｕｕインタフェ-スはＵＥがシステムの固定部分にアクセスするインタフェ-スである。
ＵＳＩＭは一般にマイクロプロセッサを含む「スマ-トカ-ド（smartcard）」もしくは他
の論理カ-ドに在駐するアプリケ-ションである。スマ-トカ-ドは加入者証明を保持し、認
証アルゴリズムを実行し、そして端末で必要とされる暗号化鍵及び加入情報における認証
を記憶する。
【００３８】
　接続網２０は網にアクセスするための無線装置を含む。Ｗ-ＣＤＭＡシステムでは、接
続網２０は汎用地上無線接続網（Universal Terrestrial Radio Access Network：ＵＴＲ
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ＡＮ）空中インタフェ-スである。ＵＴＲＡＮは少なくとも一つの無線網制御器（ＲＮＣ
）２４に接続された少なくとも一つの基地局または「ノ-ドＢ」２２を含む少なくとも一
つの無線網サブシステム（ＲＮＳ）を含む。
【００３９】
　ＲＮＣはＵＴＲＡＮの無線資源を制御する。接続網２０のＲＮＣ２４はＩｕインタフェ
-スを介して中核網３０と通信する。Ｕｕインタフェ-ス、Ｉｕインタフェ-ス２５、Ｉｕ
ｂインタフェ-ス、及びＩｕｒインタフェ-スは異なる供給メ-カ-からの装置間の相互接続
動作を可能にし、３ＧＰＰ規格に明記されている。無線網制御器（ＲＮＣ）の実装は供給
メ-カ-によって様々であり、従って下記に一般論として示されるであろう。
【００４０】
　無線網制御器（ＲＮＣ）２４はＵＭＴＳ地上無線接続網（ＵＴＲＡＮ）の切替及び制御
要素としての役目があり、Ｉｕｂインタフェ-スとＩｕインタフェ-ス２５との間に位置す
る。ＲＮＣはＵＴＲＡＮが中核網３０に提供する全てのサ-ビス、例えば、ユ-ザ-装置へ
の接続の管理のためのサ-ビス・アクセス・ポイントとして働く。Ｉｕｂインタフェ-ス２
３はノ-ドＢ２２及び無線網制御器（ＲＮＣ）２４に接続する。Ｉｕインタフェ-スはＵＴ
ＲＡＮを中核網に接続する。無線網制御器（ＲＮＣ）はＩｕ担体（Iu bearer）と基地局
との間に切替点を提供する。ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０はそれ自身と無線網制御器（ＲＮＣ
）との間にいくつかの無線担体を有する。無線担体はユ-ザ-装置（ＵＥ）と無線網制御器
（ＲＮＣ）との間の共通接続及び専用接続を用意するためにＩｕｂによって必要とされる
一組の定義であるユ-ザ-装置（ＵＥ）文脈と関係がある。それぞれのＲＮＣ２４は異なる
ノ-ド２２に接続されたセル間のソフト・ハンドオ-バ-を可能にする任意のＩｕｒインタ
フェ-ス上で相互に通信する。Ｉｕｒインタフェ-スはこのようにＲＮＣ間接続を可能にす
る。そのような場合には、サ-ビスＲＮＣは中核網３０へのＩｕ接続２５を維持し、選択
器及び外部ル-プ電力制御機能を実行し、一方、遊休ＲＮＣは一以上の基地局２２経由で
移動局１０ にＩｕｒインタフェ-ス上で交換できるフレ-ムを転送する。
【００４１】
　一つのノ-ドＢを制御するＲＮＣはノ-ドＢの制御ＲＮＣと云われ、それ自身のセルの負
荷及び混雑状態を制御し、且つまたそれらのセルにおいて確立されるべき新しい無線回線
のための承認制御及び符号割当を実行する。
　ＲＮＣ及び基地局（またはノ-ドＢ）はＩｕｂインタフェ-ス２３を経由して接続され及
びその上で通信する。 ＲＮＣは特定のＲＮＣ２４に接続された各基地局２２による無線
資源の使用を制御する。各基地局２２は一以上のセルを制御し、且つ移動局１０に無線回
線を提供する。基地局はチャネル符号化及びインタリ-ブといったインタフェ-ス処理、伝
送率適応及び拡散を実行する。基地局はまたル-プ間電力制御といった基礎的な無線資源
管理操作を行う。基地局２２はＩｕｂ及びＵｕインタフェ-ス２３、２６の間のデ-タ流を
変換する。基地局２２はまた無線資源管理に関与する。空中インタフェ-スＵｕ２６は各
基地局２２を移動局１０に接続する。基地局は移動局１０への一以上のセルにおける無線
伝送、及び移動局１０からの一以上のセルにおける無線受信に関与する。
【００４２】
　中核網３０は（１）回路交換呼出があればＰＳＤＮ４２、またはパケット交換呼出があ
ればパケット・デ-タ網（ＰＤＮ）何れかに接続すること、（２）移動性及び加入者場所
管理、及び（３）認証サ-ビスのための全ての交換（switching）及び経路指定（routing
）能力を含む。中核網３０は定位置レジスタ（ＨＬＲ）３２、移動交換サ-ビス・センタ-
／ビジタ-位置レジスタ（ＭＳＣ／ＶＬＲ）３４、ゲ-トウェイ移動交換センタ-（ＧＭＳ
Ｃ）３６、一般サ-ビス・パケット無線サ-ビス支援ノ-ド（ＳＧＳＮ）３８、ゲ-トウェイ
ＧＰＲＳ支援ノ-ド（ＧＧＳＮ）４０を含む。
【００４３】
　中核網３０は、パケット交換呼出があれば、公衆交換電話網（ＰＴＳＮ）またはＩＳＤ
Ｎといった回路交換接続を提供する外部回路交換（ＣＳ）網４２に接続されるか、もしく
はパケット交換呼出があればパケット・デ-タ・サ-ビスの接続を提供するインタ-ネット
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のようなＰＳ網４４に接続される。
【００４４】
　ＵＭＴＳ信号プロトコル・スタック
　図２はＵＭＴＳ信号プロトコル・スタック１１０のブロック図である。ＵＭＴＳ信号プ
ロトコル・スタック１１０はアクセス階層及び非アクセス階層（ＮＡＳ）を含む。
　アクセス階層は一般的に物理層１２０、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層１４０及
び無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０を含む層２（１３０）、及び無線資源制御（ＲＲＣ）
層１６０を含む。アクセス階層の様々な層は下記でさらに詳細に述べられる。
【００４５】
　ＵＭＴＳ非アクセス階層はＧＳＭ上位層と本質的に同じであり、回路交換部分１７０と
パケット交換部分１８０に分割される。回路交換部分１７０は接続管理（ＣＭ）層１７２
及び移動性管理（ＭＭ）層１７８を含む。ＣＭ層１７２は回路交換呼出を扱い、様々な下
位層（sublayers）を含む。呼出制御（ＣＣ）下位層１７４は構築（establish）及び解除
（release）といった機能を実行する。補助サ-ビス（ＳＳ）下位層１７６は呼出転送及び
三方向呼出（three-way calling）といった機能を実行する。短メッセ-ジ・サ-ビス（Ｓ
ＭＳ）下位層１７７は短いメッセ-ジ・サ-ビスを実行する。ＭＭ層１７８は場所更新及び
回路交換呼出の認証を扱う。パケット交換部分１８０はセッション管理（ＳＭ）下位層１
８２及びＧＰＲＳ移動性管理（ＧＭＭ）下位層１８４を含む。セッション管理（ＳＭ）下
位層１８２は構築及び解除といった機能を実行することによるパケット交換呼出を扱い、
また短メッセ-ジ・サ-ビス（ＳＭＳ）部１８３を含む。ＧＭＭ下位層１８４は場所更新及
びパケット交換呼出の認証を扱う。
【００４６】
　図３はＵＭＴＳプロトコル・スタックのパケット交換ユ-ザ-平面（plane）のブロック
図である。そのスタックはアクセス階層（ＡＳ）層及び非アクセス階層（ＮＡＳ）層を含
む。ＮＡＳ層はアプリケ-ション層８０及びパケット・デ-タ・プロトコル（ＰＤＰ）層９
０を含む。アプリケ-ション層８０はユ-ザ-装置（ＵＥ）１０と遠隔ユ-ザ-４２との間に
提供される。ＩＰまたはＰＰＰといったＰＤＰ層９０はＧＧＳＮ４０とユ-ザ-装置（ＵＥ
）１０との間に提供される。低位層パケット・プロトコル（ＬＬＰＰ）３９は遠隔ユ-ザ-
４２とＳＧＳＮ３８との間に提供される。Ｉｕインタフェ-ス・プロトコル２５は無線網
制御器（ＲＮＣ）２４とＳＧＳＮ３８との間に提供され、Ｉｕｂインタフェ-ス・プロト
コルは無線網制御器（ＲＮＣ）２４とノ-ドＢ２２との間に提供される。ＡＳ層の他の部
分は下記に示される。
【００４７】
　アクセス階層（ＡＳ）層
　図４はＵＭＴＳ信号プロトコル・スタックのアクセス階層部分のブロック図である。従
来のアクセス階層は物理層（Ｌ１） １２０、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層１４
０、無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０、パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層
１５６、放送／マルチキャスト制御（ＢＭＣ）層１５８を含む下位層を有するデ-タ回線
層（Ｌ２）１３０、及び無線資源制御（ＲＲＣ）層１６０を含む。これらの層はさらに下
記で述べられる。
【００４８】
　無線担体はアプリケ-ション層と層２（Ｌ２）１３０との間でユ-ザ-・デ-タ１６３を搬
送する。制御平面信号１６１は全てのＵＭＴＳ特定制御信号のために使用され、アプリケ
-ション・プロトコル・メッセ-ジを搬送するための信号担体にアプリケ-ション・プロト
コルを含む。アプリケ-ション・プロトコルはＵＥ１０に担体を設定するために使用され
る。ユ-ザ-平面は音声呼出における符号化音声またはインタ-ネット接続におけるパケッ
トといったユ-ザ-によって送られ、且つ受取られた全てのユ-ザ-平面情報１６３を搬送す
る。ユ-ザ-平面情報１６３はデ-タ・ストリ-ムとこれらのデ-タ・ストリ-ムに関するデ-
タ担体を搬送する。各デ-タ・ストリ-ムはそのインタフェ-スについて指定された一以上
のフレ-ム・プロトコルによって特性が決定される。
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【００４９】
　無線資源制御（ＲＲＣ）層１６０はアクセス階層の全体の制御器として機能し、アクセ
ス階層における他の全ての層を構成する。ＲＲＣ層１６０は無線回線制御ユニット１５２
、物理層（Ｌ１）１２０、メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層１４０、無線回線制御（
ＲＬＣ）層１５０、パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層１５６、及び放送／
マルチキャスト制御（ＢＭＣ）層１５８を制御する制御平面信号１６１を生成する。無線
資源制御（ＲＲＣ）層１６０は行うべき測定の形式を決定し、それらの測定を通報する。
ＲＲＣ層１６０はまた非アクセス階層に対する制御及び信号インタフェ-スとしての役目
をする。
【００５０】
　特に、ＲＲＣ層１６０はアクセス階層及び非アクセス階層の両方を含むシステム情報メ
ッセ-ジを全てのユ-ザ-装置（ＵＥ）１０に放送する。ＲＲＣ層１６０はＵＴＲＡＮ２０
とＵＥ１０との間の無線資源制御（ＲＲＣ）接続を確立し、維持し、且つ解除する。ＵＥ
　ＲＲＣは接続を要求し、一方、ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣは接続を設定し、且つ解除する。Ｒ
ＲＣ層１６０はまたこれらの動作を開始するＵＴＲＡＮ２０によってＵＴＲＡＮ２０とＵ
Ｅ１０との間の無線担体を確立し、再構成し、且つ解除する。
【００５１】
　ＲＲＣ層１６０はまたユ-ザ-装置（ＵＥ）１０の移動性の様々な形態を扱う。これらの
手順はＵＥ状態、即ち呼出が回路交換呼出或いはパッケット交換呼出かどうか、及び新し
いセルの無線接続技術（ＲＡＴ）に依存する。ＲＲＣ層１６０はまたＵＥ１０にペ-ジ付
けをする。ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣはＵＥがペ-ジング・チャネルを聞いているか、ペ-ジング
指標チャネルを聞いているかに拘わらずＵＥにペ-ジ付けをする。ＵＥのＲＲＣは中核網
（ＣＮ）３０の上位層に通告する。
【００５２】
　デ-タ回線層（Ｌ２）１３０はメディア・アクセス制御（ＭＡＣ）下位層４０、無線回
線制御（ＲＬＣ）下位層１５０、パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）下位層１
５６、及び放送／マルチキャスト制御（ＢＭＣ）下位層１５８を含む。
　放送及びマルチキャスト制御プロトコル（ＢＭＣ）１５８は、無線インタフェ-ス上の
放送領域から発信する放送／マルチキャストサ-ビスを適応させることによってセル放送
センタ-から発信するメッセ-ジを無線インタフェ-ス上で搬送する。ＢＭＣプロトコル１
５８は「無線担体（a radio bearer）」と呼ばれるサ-ビスを提供し、ユ-ザ-平面に存在
する。ＢＭＣプロトコル１５８及びＲＮＣは予定計画された伝送のためにＣＢＣ-ＲＮＣ
上で受信されたセル放送メッセ-ジを記憶する。ＵＴＲＡＮ側で、ＢＭＣ１５８はＣＢＣ-
ＲＮＣインタフェ-ス（示されていない）上で受信されるメッセ-ジに基づいてセル放送サ
-ビスのために必要な伝送率を計算し、ＲＲＣから適切なＣＴＣＨ／ＦＡＣＨ資源を要求
する。ＢＭＣプロトコル１５８はまたＣＢＣ-ＲＮＣインタフェ-ス上で各セル放送メッセ
-ジと共に予定計画情報を受取る。この予定計画情報に基づいて、ＵＴＲＡＮ側でＢＭＣ
は予定計画されたメッセ-ジ、従って予定計画されたＢＭＣメッセ-ジを生成する。ユ-ザ-
装置側で、ＢＭＣは予定計画メッセ-ジを推定し、そして不連続受信に関して低位層を構
成するためにＲＲＣによって使用されるＲＲＣに予定計画パラメ-タを示す。ＢＭＣはま
た予定計画に従って予定計画及びセル放送メッセ-ジを伝送する。破損していないセル放
送メッセ-ジは上位層に配送される。ＵＥ１０とＵＴＲＡＮ２０との間の制御信号の一部
は層２プロトコル１３０及び層１プロトコル１２０エンティティ-を設定し、修正し、且
つ解除するために必要な全てのパラメ-タを搬送する無線資源制御（ＲＲＣ）１６０メッ
セ-ジである。ＲＲＣメッセ-ジは全ての高位層信号をそれらのペイロ-ド中で搬送する。
無線資源制御（ＲＲＣ）は測定、引継ぎ及びセル更新といった信号によって接続モ-ドに
おけるユ-ザ-装置の移動性を制御する。
【００５３】
　パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）１５６はＰＳ領域からのサ-ビスのための
ユ-ザ-平面に存在する。ＰＤＣＰによって提供されるサ-ビスは無線担体と呼ばれる。パ
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ケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）はヘッダ-圧縮サ-ビスを提供する。パケット
・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）１５６はＩＰパケットを無線上で伝送するサ-ビスに
ついてより良いスペクトル効率を提供する圧縮方法を含む。いくつかのヘッダ-圧縮アル
ゴリズムはどれでも利用することができる。ＰＤＣＰは伝送エンティティ-において冗長
なプロトコル情報を圧縮し、受信エンティティ-において解凍する。ヘッダ-圧縮方法は特
定の網層、搬送層、または上位層プロトコルの組合せ、例えば、ＴＣＰ／ＩＰ及びＲＴＰ
／ＵＤＰ／ＩＰに特有である。ＰＤＣＰはまたそれが非アクセス層からＰＤＣＰサ-ビス
・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）の形で受取るユ-ザ-・デ-タを転送し、それらをＲＬＣエン
ティティ-に送る。逆もまた同じである。ＰＤＣＰはまた損失のないＳＲＮＳ再配置に対
する支援を行う。ＰＤＣＰが肯定応答モ-ド（Acknowledged Mode：ＡＭ）ＲＬＣを系列配
送において使用するとき、損失ＲＳＲＮＳ再配置を支援するために構成されるＰＤＣＰエ
ンティティ-はプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）系列番号を持ち、それは未確認Ｐ
ＤＣＰパケットと共に再配置の間に新しいＳＲＮＣに送られる。
【００５４】
　ＲＬＣ層１５０はＵＥ側では高位層プロトコルによって使用され、ＵＴＲＡＮ側ではＩ
ＵＲＮＡＰプロトコルによって使用されるサ-ビス・アクセス・ポイント（ＳＡＰ）を経
由して高位層（例えば、非アクセス階層）にサ-ビスを提供する。サ-ビス・アクセス・ポ
イント（ＳＡＰ）は如何にＲＬＣ層がデ-タ・パケットを扱うかを記述する。移動性管理
、呼出制御、セッション管理、等々といった全ての高位層信号は無線インタフェ-スの伝
送に関するＲＬＣメッセ-ジにカプセル化される。ＲＬＣ層１５０は信号情報及びユ-ザ-
・デ-タを搬送する論理チャネルを経由してＭＡＣ層１４０に接続された様々な無線回線
制御エンティティ-１５２を含む。
【００５５】
　制御平面１６１上で、ＲＬＣサ-ビスは信号配送についてＲＬＣ層によって使用される
。ユ-ザ-平面１６３上で、ＲＬＣサ-ビスはサ-ビス特定プロトコル層ＰＤＣＰまたはＢＭ
Ｃ、 或いは他の高位層ユ-ザ-平面機能のいずれかによって使用される。ＲＬＣサ-ビスは
制御平面１６１では信号無線担体、そしてＰＤＣＰ１５６及びユ-ザ-平面プロトコルを利
用しないサ-ビスに関するユ-ザ-平面１６３では無線担体と呼ばれる。言い換えれば、Ｒ
ＬＣ層１５０は制御平面１６１では信号無線担体（ＳＲＢ）と呼ばれるサ-ビスを提供し
、ＰＤＣＰ及びＢＭＣがそのサ-ビスによって使用されなければユ-ザ-平面１６３におい
て無線担体（ＲＢ）と呼ばれるサ-ビスを提供する。他の場合は、ＲＢサ-ビスはＰＤＣＰ
層１５６またはＢＭＣ層１５８によって提供される。
【００５６】
　無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０はユ-ザ-及び制御デ-タに対してフレ-ム化機能を実行
し、それはセグメント化（segmentation）／連結（concatenation）及び詰込み（padding
）機能を含む。ＲＬＣ層１５０は一般的に制御平面１６１における制御デ-タについて無
線資源制御（ＲＲＣ）層に、ユ-ザ-平面１６３におけるユ-ザ-・デ-タについてアプリケ-
ション層に分割及び連結サ-ビスを提供する。ＲＬＣ層は一般的により小さなＲＬＣプロ
トコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）に／から可変長高位層プロトコル・デ-タ・ユニット
（ＰＤＵ）のセグメント化／再構築を実行する。一つの無線回線制御（ＲＬＣ）プロトコ
ル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は一般的に一つのＰＤＵを持つ。無線回線制御（ＲＬＣ
）ＰＤＵの大きさは、例えば、無線回線制御（ＲＬＣ）を使用してサ-ビスの最小の可能
なビット率に従って設定される。下記で論じられるように、可変ビット率サ-ビスについ
て、それが使用した最低のものよりあらゆるビット率が高いとき、いくつかの無線回線制
御（ＲＬＣ）ＰＤＵは１伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に伝送される。ＲＬＣ伝送エンティ
ティ-はまた連結を実行する。無線回線制御（ＲＬＣ）サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤ
Ｕ）のコンテンツが整数個の無線回線制御（ＲＬＣ）ＰＤＵを満たさなければ、次の無線
回線制御（ＲＬＣ）ＳＤＵの最初のセグメントは前のＲＬＣ　ＳＤＵの最後のセグメント
と連結して無線回線制御（ＲＬＣ）ＰＤＵに入れられる。ＲＬＣ伝送エンティティ-はま
た詰込み機能を実行する。伝送されるべき残りデ-タがある大きさの全体の無線回線制御
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（ＲＬＣ）ＰＤＵを満たさなければ、そのデ-タ・フィ-ルドの残りは詰込みビットによっ
て充填される。図１１～１３を参照して下記で論じられる発明の形態に従って、例えば、
利用される詰込み量を低減或いは除去するための技術が提供される。
【００５７】
　ＲＬＣ受信エンティティ-は受信された無線回線制御（ＲＬＣ）ＰＤＵの重複を検知し
て、高位層ＰＤＵにおける結果が上位層に配送されることを保証する。ＲＬＣ層はまたＰ
ＲＬＣ伝送エンティティ-がＲＬＣ受信エンティティ-に情報を送る伝送率を制御する。
【００５８】
　図５ＡはＵＭＴＳ信号プロトコル・スタックの無線回線制御（ＲＬＣ）層において使用
されるデ-タ転送モ-ドを例示し、アクセス階層に関して論理、搬送及び物理ＵＭＴＳチャ
ネルの可能な写像を示すブロック図である。当業者は全ての写像が或るユ-ザ-装置（ＵＥ
）について同時に必ずしも定義されるとは限らないこと、及びいくつかの写像の多重イン
スタンス化が同時に起こることを理解するであろう。例えば、音声呼出は三つの専用チャ
ネル（ＤＣＨ）搬送チャネルに写像された三つの専用トラヒック・チャネル（ＤＴＣＨ）
論理チャネルを使用するであろう。さらに、ＣＰＩＣＨ、ＳＣＨ、ＤＰＣＣＨ、ＡＩＣＨ
及びＰＩＣＨといった、図５に示されたいくつかのチャネルは物理層文脈で存在し、上位
ユ-ザ-層信号及びユ-ザ-・デ-タを搬送しない。これらのチャネルのコンテンツは物理層
１２０（Ｌ１）において定義される。
【００５９】
　無線回線制御（ＲＬＣ）層における各ＲＬＣインスタンスは三つのモ-ドの一つ：トラ
ンスペアレントモ-ド（ＴＭ）、否定応答モ-ド（ＵＭ）、または肯定応答モ-ド（ＡＭ）
において動作する無線資源制御（ＲＲＣ）層によって構成され、それは図５Ｂを参照して
下記で詳細に説明される。三つのデ-タ転送モ-ドは無線回線制御（ＲＬＣ）が論理チャネ
ルのために構成されるモ-ドを示す。トランスペアレント及び否定応答モ-ドＲＬＣエンテ
ィティ-は一方向性であると定義され、一方、肯定応答モ-ドエンティティ-は双方向性で
ある。通常、全てのＲＬＣモ-ドについて、ＣＲＣ誤り検知は物理層上で行われ、ＣＲＣ
検査の結果は実際のデ-タと共にＲＬＣに配送される。各モ-ドの特定の要求に応じて、こ
れらのモ-ドはＲＬＣ１５０のいくつかまたは全ての機能を実行し、それはセグメント化
、再構成、連結、詰込み、再伝送制御、流れ制御、重複検知、不連続配送、誤り訂正及び
暗号化を含む。これらの機能は図５Ｂ及び５Ｃを参照して下記でさらに詳細に述べられる
。ここに論じられた発明の形態に従って、新しい無線回線制御（ＲＬＣ）デ-タ転送モ-ド
が提供される。
【００６０】
　ＭＡＣ層１４０は伝送されるデ-タの形式によって特性が決まる論理チャネルによって
ＲＬＣ層１５０にサ-ビスを提供する。メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層１４０は論
理チャネルを搬送チャネルに写像し、且つ多重化する。ＭＡＣ層１４０は共通チャネル上
にあるユ-ザ-装置（ＵＥ）を識別する。ＭＡＣ層１４０はまた高位層ＰＤＵを共通搬送チ
ャネルへ／から配送される搬送ブロックに／から高位層ＰＤＵを多重化／逆多重化する。
ＭＡＣはそれが物理層において行われないので、共通搬送チャネルについて多重化するサ
-ビスを扱う。共通搬送チャネルが専用型論理チャネルからデ-タを搬送するとき、メディ
ア・アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ-はＵＥの識別を含む。ＭＡＣ層はまた専用チャネル
上で物理層へまたは物理層から配送される搬送ブロック集合に／から高位層ＰＤＵを多重
化／逆多重化する。
【００６１】
　ＭＡＣ層１４０はＲＬＣ伝送バッファ内のデ-タの量に関する状態情報と共にＲＬＣ　
ＰＤＵを受取る。ＭＡＣ層１４０は搬送チャネルに対応するデ-タの量をＲＲＣ層１６０
によって設定された閾値と比較する。デ-タの量があまりにも高く、或いはあまりにも低
ければ、ＭＡＣはトラヒック量状態に関する測定報告をＲＲＣに送信する。ＲＲＣ層１６
０はまたＭＡＣ層１４０が定期的にこれらの測定を送信することを要求する。ＲＲＣ層１
６０は無線担体及び／または搬送チャネルの再構成を始動するためにこれらの報告を使用
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する。
【００６２】
　ＭＡＣ層は論理チャネルの瞬間的な源伝送率（source rates）に応じた各搬送チャネル
について適切な搬送フォ-マット（ＴＦ）を選択する。ＭＡＣ層１４０は異なるデ-タ流に
ついて「高ビット率」及び「低ビット率」搬送フォ-マット（ＴＦ）を選択することによ
ってデ-タ流の優先扱いを行う。パケット交換（ＰＳ）デ-タは本来突発的であり、従って
送るべき利用可能なデ-タの量はフレ-ムごとに変化する。さらに多くのデ-タが利用可能
であるとき、ＭＡＣ層１４０はより高いデ-タ率の一つを選択するが、しかしながら信号
及びユ-ザ-・デ-タの両方が利用可能であるとき、ＭＡＣ層１４０はより高い優先チャネ
ルから送られるデ-タの量を最大にするためそれらの間から選択をする。搬送フォ-マット
（ＴＦ）は各接続について承認制御によって定義される搬送フォ-マット組合せ（ＴＦＣ
）に関して選択される。
【００６３】
　メディア・アクセス制御（ＭＡＣ）層はまた暗号化を行う。各無線担体は別々に暗号化
される。暗号化の詳細は３ＧＰＰ　ＴＳ３３．１０２に述べられている。
　Ｗ-ＣＤＭＡのようなシステムでは、パケット・デ-タを送るために使用される三形式の
搬送チャネルがある。これらのチャネルは共通搬送チャネル、専用搬送チャネル、及び共
有搬送チャネルとして知られている。下り回線では、搬送チャネル・パケット・デ-タは
パケット予定計画アルゴリズムによって選択される。上り回線では、搬送チャネルはパケ
ット予定計画アルゴリズムによって設定されたパラメ-タに基づいて移動局１０によって
選択される。
【００６４】
　共通チャネルは、例えば、上り回線ではランダム・アクセス・チャネルＲＡＣＨであり
、下り回線では順方向アクセス・チャネルＦＡＣＨである。両者は信号デ-タ及びユ-ザ-
・デ-タを搬送する。共通チャネルは低い設定時間を有する。共通チャネルは接続が設定
される前に通信のために使用されるので、共通チャネルは長い設定時間ではなく直ちにパ
ケットを送るように使用される。一般的にセクタにつき幾つかのＲＡＣＨまたはＦＡＣＨ
がある。共通チャネルはフィ-ドバック・チャネルを持たず、従って一般的に開ル-プ電力
制御及び、固定電力を使用する。さらに、共通チャネルはソフト・ハンドオ-バ-を使用す
ることができない。このように、共通チャネルの回線レベル性能は専用チャネルのそれよ
り悪く、専用チャネルより多くの干渉が生じる。従って、共通チャネルは小さな個々のパ
ケットを送ることにさらに適している。共通チャネルで使用されるアプリケ-ションは短
メッセ-ジ・サ-ビスのようなアプリケ-ション、及び短テキスト電子メ-ルであろう。ウェ
ブ・ペ-ジに単一要求を送ることはまた共通チャネルの概念によく適合しているが、しか
しながら、さらに多いデ-タ量の場合には、共通チャネルは貧弱な無線性能に苦しむ。
【００６５】
　専用チャネルは高速電力制御及び無線性能を改善するソフト・ハンドオ-バ-特性を使用
することができ、一般的に共通チャネルよりも少ない干渉が生成される。しかしながら、
専用チャネルを設定することは共通チャネルにアクセスするよりも多くの時間がかかる。
専用チャネルは１秒間に数キロバイトから１秒間に２メガバイトの可変ビット率を有する
。ビット率は伝送の間に変わるので、下り回線の直交符号は最高ビット率に従って割当て
られなければならない。従って、可変ビット率の専用チャネルは高価な下り回線直交符号
空間を消費する。
【００６６】
　物理層（Ｌ１）１２０は信号情報及びユ-ザ-・デ-タを搬送する搬送チャネルを経由し
て ＭＡＣ層１４０に結合する。物理層１２０はデ-タが如何に及びどんな特性で転送され
るかによって特性が決まる搬送チャネルを経由してＭＡＣ層にサ-ビスを提供する。
【００６７】
　物理層（Ｌ１）１２０は物理チャネルを経由して無線回線上の信号及びユ-ザ-・デ-タ
を受取る。物理層（Ｌ１）は一般的に獲得、アクセス、ペ-ジ化、及び無線回線確立／失
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敗といった他の物理層手順は勿論、ＣＲＣ計算を含む多重化及びチャネル符号化、順方向
誤り訂正（ＦＥＣ）、伝送率調整、搬送チャネル・デ-タのインタリ-ブ、及び搬送チャネ
ル・デ-タの多重化を実行する。物理層（Ｌ１）はまた拡散及びスクランブル、変調、測
定、伝送ダイバシティ、電力重み付け、ハンドオ-バ-、圧縮モ-ド及び電力制御について
も責を負う。
【００６８】
　図５Ｂは無線回線制御（ＲＬＣ）層のア-キテクチャを示すブロック図である。上で述
べたように、無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０における各ＲＬＣエンティティ-またはイ
ンスタンス１５２は無線資源制御（ＲＲＣ）層によって三つのデ-タ移動モ-ドの一つ：ト
ランスペアレントモ-ド（ＴＭ）、否定応答モ-ド（ＵＭ）、または肯定応答モ-ド（ＡＭ
）において動く無線資源制御（ＲＲＣ）層によって構成される。ユ-ザ-・デ-タに関する
デ-タ転送モ-ドはサ-ビス品質（ＱｏＳ）設定 によって制御される。
【００６９】
　ＴＭは一方向性であり、送信ＴＭエンティティ-１５２Ａ及び受信ＴＭエンティティ-１
５２Ｂを含む。トランスペアレントモ-ドでは、プロトコル順序は高位層デ-タに加えられ
ない。誤りのあるプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は廃棄されるか、誤りが記さ
れる。特別な場合には、限られたセグメント化／再構築が達成されるけれども、一般的に
高位層デ-タがセグメント化されないストリ-ミング型伝送が使用される。セグメント化／
再構成が使用されるとき、それは無線担体設定手順において取決められる。
【００７０】
　ＵＭもまた一方向性であり、送信ＵＭエンティティ-１５２Ｃ及び受信ＵＭエンティテ
ィ-１５２Ｄを含む。上り回線と下り回線との間の関連は必要とされないので、ＵＭ　Ｒ
ＬＣエンティティ-は一方向性であると定義される。デ-タ配送はＵＭでは保証されない。
例えば、ＵＭは肯定応答及び再伝送がＲＲＣ手順の一部ではない或るＲＲＣ信号手順につ
いて使用される。否定応答モ-ドＲＬＣを利用するユ-ザ-・サ-ビスの例はセル放送サ-ビ
ス及びＩＰ上の音声である。受信誤りデ-タは構成に応じて印付け、または廃棄される。
明白な信号機能なしでのタイマ-基準の廃棄が適用され、このように指定時間内に送られ
ないＲＬＣ　ＰＤＵは送信バッファから単順に除去される。否定応答デ-タ転送モ-ドでは
、ＰＤＵ構造化は系列番号を含み、系列番号検査が行われる。系列番号検査は再構築ＰＤ
Ｕの完全性を保証するのに役立ち、それらが無線回線制御（ＲＬＣ）ＳＤＵに再構築され
るとき、無線回線制御（ＲＬＣ）ＰＤＵにおける系列番号を検査することによって破損無
線回線制御（ＲＬＣ）ＳＤＵを検出する手段を提供する。あらゆる破損無線回線制御（Ｒ
ＬＣ）ＳＤＵは廃棄される。セグメント化及び連結はまた否定応答モ-ド（ＵＭ）でも行
われる。
【００７１】
　肯定応答モ-ドでは、ＲＬＣ　ＡＭエンティティ-は双方向性であり、反対方向における
回線条件の指示をユ-ザ-・デ-タへ抱合わせることが可能である。図５Ｃは無線回線制御
（ＲＬＣ）肯定応答モ-ド（ＡＭ）エンティティ-を実施するエンティティ-及び如何にＡ
Ｍ　ＰＤＵが構築されるかを示すブロック図である。ＡＭ-ＳＡＰ経由の高位層から受取
られたデ-タ・パケット（ＲＬＣ　ＳＤＵ）は固定長さのプロトコル・デ-タ・ユニット（
ＰＤＵ）にセグメント化及び／また連結される（５１４）。プロトコル・デ-タ・ユニッ
トの長さは設定された無線担体において決定された半静的な値であり、ＲＲＣ無線担体再
構成手順によって変えられる。連結または詰込み目的のために、長さ及び拡張に関する情
報をもつビットが最後のプロトコル・デ-タ・ユニットの始まりに挿入されるか、もしく
はＳＤＵからのデ-タが含められる。いくつかのＳＤＵが一つのＰＤＵに適合すれば、そ
れらは適切な長さ指標（ＬＩ）に連結され、ＰＤＵの始まりに挿入される。そして、ＰＤ
Ｕは伝送バッファ５２０に置かれ、それはまた再伝送管理を担当する。
【００７２】
　ＰＤＵは送信バッファ５２０から一つのＰＤＵを取り、それに関するヘッダ-を付加す
ることにより構築され、そしてＰＤＵにおけるデ-タが全ＲＬＣ　ＰＤＵを満たさなけれ
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ば、詰込み領域（padding field）または抱合わせ状態メッセ-ジが付加される。抱合わせ
状態メッセ-ジはＲＬＣ　ＳＤＵ廃棄を指示するため受信側から、それとも送信側から発
する。ヘッダ-はＲＬＣ　ＰＤＵ系列番号（ＳＮ）、ポ-ル・ビット（Ｐ）（それはピアエ
ンティティ-から状況を要求するために使用される）、及びＳＤＵ、詰込み、または抱合
わせＰＤＵの連結がＲＬＣ　ＰＤＵにおいて行われれば使用される長さ指標（ＬＩ）を任
意に含む。
【００７３】
　肯定応答モ-ド（ＡＭ）は一般的にインタ-ネット・ブラウジング及び電子メ-ル・ダウ
ンロ-ドといったパケット型サ-ビスについて使用される。肯定応答モ-ドでは、自動反復
要求（ＡＲＱ）機構は誤り訂正に使用される。誤りを持つあらゆる受信パケットは再伝送
される。ＲＬＣの品質対遅延性能はＲＬＣによって提供されるいくつかの再伝送の構成を
通してＲＲＣによって制御される。ＲＬＣが、例えば、正しくデ-タを配送しなければ、
最大数の再伝送が到達するか、或いは伝送時間が超過すれば、上位層は通告されず、そし
て無線回線制御（ＲＬＣ）ＳＤＵが廃棄される。ピアエンティティ-はまた状況メッセ-ジ
中に移動受信ウィンドウ命令を送ることによってＳＤＵ廃棄動作を通知され、その結果受
信機は廃棄された無線回線制御（ＲＬＣ）ＳＤＵに属する全てのＰＤＵを除去する。
【００７４】
　ＲＬＣは系列内（in-sequence）及び系列外（out-of-sequence）配送の双方について構
成される。系列内配送によって、ＰＤＵの高位層の順序は維持され、一方、系列外配送は
それらが完全に受取られるとすぐ高位層ＰＤＵを転送する。ＲＬＣ層は高位層ＰＤＵの系
列内配送を提供する。この機能はＲＬＣによる転送について提示された高位層ＰＤＵの順
序を維持する。この機能が使われなければ、系列外配送が行われる。デ-タＰＤＵ配送に
加えて、状態及びリセット制御手順がピアＲＬＣエンティティ-の間で通信される。制御
手順は個別の論理チャネルを勿論使用し、斯くして、一つのＡＭ　ＲＬＣエンティティ-
は一つか、二つのいずれかの論理チャネルを使用する。
【００７５】
　暗号化は肯定応答及び否定応答ＲＬＣモ-ドについてＲＬＣ層において実行される。図
５Ｃでは、ＡＭ　ＲＬＣ　ＰＤＵがＰＤＵ系列番号及びポ-ル・ビットを含む二つの最初
の２ビットを除外して暗号化される（５４０）。ＰＤＵ系列番号は暗号化アルゴリズムへ
の一つの入力パラメ-タであり、暗号化を行うためピアエンティティ-よって読取り可能で
なければならない。３ＧＰＰ仕様書ＴＳ３３．１０２は暗号化を述べている。
【００７６】
　そして、ＰＤＵは論理チャネル経由でＭＡＣ層１４０に送られる。図５Ｃでは、特別な
論理チャネル（ＤＣＣＨ／ＤＴＣＨ）は破線によって示され、それは一つのＲＬＣエンテ
ィティ-が異なる論理チャネルを使用して制御ＰＤＵ及びデ-タＰＤＵを送るために構成さ
れることを例示する。ＡＭエンティティ-の受信側５３０は論理チャネルの一つを通して
ＭＡＣ層からＲＬＣ　ＡＭ　ＰＤＵを受取る。誤りは物理層ＣＲＣによって検査され、そ
れは全ＲＬＣ　ＰＤＵ上で計算される。実際のＣＲＣ検査は物理層において行われ、ＲＬ
Ｃエンティティ-は全ヘッダ-を復号した後でデ-タと共にＣＲＣ検査の結果を受取り、そ
して可能な抱合わせの状態情報がＲＬＣ　ＰＤＵから抽出される。受取られたＰＤＵが強
いメッセ-ジであったならば、或いは状態情報がＡＭ　ＰＤＵに抱合わせられれば、制御
情報（状態メッセ-ジ）は受取られた状態情報に対してその再伝送バッファを検査する送
信側に渡される。ＲＬＣヘッダ-からのＰＤＵ番号は復号のため（５５０）及び暗号化Ｐ
ＤＵを受信バッファに記憶するとき使用される。一旦、完全なＳＤＵに属する全てのＰＤ
Ｕが受信バッファにあると、ＳＤＵは再構築される。示されていないが、系列内配送及び
重複検知はＲＬＣ　ＳＤＵが高位層に配送される前に行われる。
【００７７】
　ユ-ザ-装置（ＵＥ）または移動局がＰＴＭ伝送と二地点間（ＰＴＰ）伝送との間で動く
（またはセルを変える）ときＲＬＣエンティティ-１５２は再初期化される。これは無線
回線制御（ＲＬＣ）バッファにあるあらゆるデ-タの損失になる望ましくない結果となる
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。上で述べたように、移動局が一つのセルから別のセルへ移動するとき、或いはマルチメ
ディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）コンテンツがサ-ビス・セルにおいて
二地点間（ＰＴＰ）伝送から一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送に変わるとき問題が起こる。
【００７８】
　二地点間（ＰＴＰ）伝送と一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送との間の移行の間に、或いは
異なるセルの間で発生する移行（例えば、ハンドオ-バ-）の間にマルチメディア放送及び
マルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）を維持し、且つ重複情報の提示を回避することが望
ましい。ＭＢＭＳサ-ビスの連続性を維持し、且つ重複情報の提示を回避するために、層
２（１５０）は二つのストリ-ムから来るデ-タを再編成することが可能でなければならな
い。網端末点は各モ-ドにおいて異なるからこの同期（synchronization）は物理層によっ
て行うことができない。３ＧＰＰ２における場合と同様に、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）が
ＲＬＣ層１５０以下で実行されれば、デ-タは一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送と二地点間
（ＰＴＰ）伝送間のあらゆる移行の間に失われる。逆も同様である。さらに、これは（例
えば、共通予定計画を有する）多数のセル間における同じメディア・アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）の物理層同期及び共有を必要とするであろう。従って、これはそのような仮定が適用
されない３ＧＰＰ２において問題を引き起こすことになる。
【００７９】
　二地点間（ＰＴＰ）伝送
　アプリケ-ションが有効な遅延許容度を持つと仮定すると、二地点間（ＰＴＰ）伝送に
関して最も効率的なデ-タ転送モ-ドは無線回線制御（ＲＬＣ）肯定応答モ-ド（ＡＭ）で
ある。例えば、ＲＬＣ肯定応答モ-ド（ＡＭ）は一般的に専用論理チャネル上でパケット
交換デ-タ転送のために使用される。ＲＬＣは専用論理チャネル上の肯定応答モ-ド（ＡＭ
）で動作する。図５Ａに示されたように、下り回線方向における一つのユ-ザ-・サ-ビス
のための専用ユ-ザ-・トラヒックは専用トラヒック・チャネル（ＤＴＣＨ）として既知の
論理チャネルを通して送られる。
【００８０】
　肯定応答モ-ド（ＡＭ）では、デ-タに誤りがあれば逆方向回線は再伝送要求に利用可能
である。ＲＬＣはサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）を伝送し、再伝送によってそのピ
アエンティティ-への配送を保証する。ＲＬＣが正しくデ-タを配送しなければ、送信側の
ＲＬＣのユ-ザ-が通知される。ＲＬＣ　ＡＭにおける操作は一般に遅延が加わることを犠
牲にしてさらに電力効率的である。
【００８１】
　一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送
　共通トラヒック・チャネルは下り回線方向に存在する一方向チャネルであり、全ての端
末または特定の端末群のいずれかに情報を伝送しているとき使用される。これら両方のデ
-タ転送モ-ドは設定された逆方向回線チャネルを持たない一方向性共通チャネルを使用す
る。
【００８２】
　ＭＢＭＳサ-ビスを二地点間（ＰＴＰ）及び一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送モ-ドの間で
トランスペアレントに切替え可能にするア-キテクチャを提供することは望ましいであろ
う。二地点間（ＰＴＰ）及び一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送モ-ドの間を移行していると
き良好な性能を得るために、異なる無線回線制御（ＲＬＣ）モ-ド間の交換を可能にする
ア-キテクチャを提供することもまた望ましいであろう。これは、例えば、所要電力を低
減するのに役立つ。
【００８３】
　本発明の形態はこれから図６～１９を参照して示され、且つ説明される実施例を参照し
て述べられる。これらの特徴は、就中、新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層の使用によっ
てそのような移行の間のサ-ビス連続性を維持するのに役立つ。
　図６は順方向誤り訂正（ＦＥＣｄ）モ-ド及び順方向誤り訂正（ＦＥＣｃ）モ-ドにおい
て動作可能な順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層を持つ改良ＵＭＴＳプロトコル・スタックの図
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である。サ-ビス連続性を保ちながら、ユ-ザ-装置（ＵＥ）が二地点間（ＰＴＰ）伝送か
ら一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送に変るとき、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層は一つの無線
回線制御（ＲＬＣ）デ-タ転送モ-ドから別の無線回線制御（ＲＬＣ）デ-タ転送モ-ドへ内
在の無線回線制御（ＲＬＣ）エンティティ-１５２を変えることを可能にする。この実施
例に従って、ＦＥＣ層は第一のモ-ド（ＦＥＣｃ）もしくは第二のモ-ド（ＦＥＣｄ） で
動作する。一つの実施では、第一のモ-ド（ＦＥＣｃ）はパリティ・ブロックを利用し、
第二のモ-ド（ＦＥＣｄ）はパリティ・ブロックなしで動作する。ＦＥＣｄとＦＥＣｃモ-
ドとの間の移行（changing）の影響はＲＬＣモ-ド間の移行より非常に低く、デ-タ損失が
移行の間に発生しないように継ぎ目なしにできる。
【００８４】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣｃ）モ-ドはユ-ザ-・デ-タを保護するために外部符号化技術を
利用する。これは共通チャネル上で特に有効である。順方向誤り訂正（ＦＥＣｃ）モ-ド
は否定応答モ-ド（ＵＭ）で見出される機能、例えば無線回線制御（ＲＬＣ）層より上で
起こるフレ-ム化（セグメント化及び連結）及び系列番号追加などを可能にする。その結
果、伝統的な否定応答モ-ド（ＵＭ）は順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層で実行されるので、
無線回線制御（ＲＬＣ）層は二地点間（ＰＴＰ）伝送についてトランスペアレントモ-ド
（ＴＭ）を使用する。この機能は無線回線制御（ＲＬＣ）肯定応答モ-ド（ＡＭ）におい
て重複するけれども、ＡＲＱによる利得はこの重複（duplication）を補う。
【００８５】
　無線回線制御（ＲＬＣ）層の上に順方向誤り訂正（ＦＥＣ）または外部符号化層を配置
することによって、系列番号は無線回線制御（ＲＬＣ）層に無関係な層に追加される。否
定応答伝送によって、系列番号のような追加オ-バ-ヘッドの使用はＭＢＭＳデ-タの非同
期伝送の間に符号器パケット（Encoder Packet：ＥＰ）とプロトコル・デ-タ・ユニット
（ＰＤＵ）の再編成を可能にする。系列番号は無線回線制御（ＲＬＣ）より上の層に追加
されるので、系列番号は二地点間（ＰＴＰ）伝送及び一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送の双
方において共通であり、従って一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送から二地点間（ＰＴＰ）伝
送への移行が発生するとき、系列番号の連続性は維持される。これはデ-タ及び／または
見逃しデ-タの重複が回避されるようにデ-タが再編成されることを可能にする。
【００８６】
　外部符号化は二地点間（ＰＴＰ）伝送において使用され、 それは潜在的にシステムに
いくらかの電力の利益を与え、且つ／または再伝送の遅延を低減する。マルチメディア放
送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）デ-タは可成り遅延耐性がある。二地点間（Ｐ
ＴＰ）伝送では、フィ-ドバック経路が提供される。必要なとき追加パリティ・ブロック
が常に送られるＦＥＣ手法より一般にもっと効率のよいＡＲＱ再伝送の使用によるもっと
効率のよい無線回線制御（ＲＬＣ）肯定応答モ-ド（ＡＭ）をこれは使用する。従って、
ＭＢＭＳペイロ-ド・デ-タへのパリティ・ブロックの追加は専用論理チャネル、例えば、
二地点間（ＰＴＰ）上で不必要である。
【００８７】
　図７Ａ及び７Ｂは無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０の上に配置される順方向誤り訂正（
ＦＥＣ）層１５７を含むアクセス階層のプロトコル構造の実施例を示す。順方向誤り訂正
（ＦＥＣ）層は図１１を参照して述べられる。
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層１５７はユ-ザ-平面無線担体上で直接ユ-ザ-平面情報１６
３を受取る。順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層は無線回線制御（ＲＬＣ）層の上部に位置する
ので、ＦＥＣプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）はＲＬＣサ-ビス・デ-タ・ユニッ
ト（ＳＤＵ）に対応する。ＦＥＣ層は好しくは任意のＳＤＵサイズ（８ビットの倍数に制
約される）、可変伝送率源（variable rate sources）、低位層からのパケットの系列外
受信、及び低位層からの重複パケットの受信に対応する。ＦＥＣ　ＰＤＵサイズは８ビッ
トの倍数に制約される。
【００８８】
　図９Ａを参照して下記でさらに詳細に述べられるように、ＦＥＣ層１５７はＳＤＵのよ
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うなユ-ザ-・デ-タの高位層ブロックをセグメント化し、且つ連結する。各行はまた内部
ブロックと云われる。各プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）はオ-バ-ヘッドを含む
。オ-バ-ヘッドはサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）のようなユ-ザ-・デ-タの特定ブ
ロックからのデ-タが位置するプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）の始まりを示す長
さ指標（ＬＩ）を含む。ＰＤＵの集団は符号器パケット（ＥＰ）または「符号器マトリッ
クス（encoder matrix）」を含む。符号器パケット（ＥＰ）に含まれるＰＤＵの数は、就
中、使用される外部符号に依存する。各符号器「マトリックス」行を独立もしくは個別の
伝送時間間隔（ＴＴＩ）に詰込むことは物理層の性能を高める。バッファ負担を低減させ
るために、短い伝送時間間隔（ＴＴＩ）継続期間が使用される。
【００８９】
　そして、符号器パケット（ＥＰ）はパリティ行を生成するために外部符号符号器を通過
する。図９Ａを参照して下記でさらに詳細に述べられるように、ＦＥＣ層１５７はＵＭＴ
Ｓ地上無線接続網（ＵＴＲＡＮ）２０中においてリ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号器の機能
を提供することによって外部符号化を実行し、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０内においてリ-ド
・ソロモン符号器の機能を提供することによって外部符号化を実行する。
【００９０】
　外部符号器によって生成されたパリティ行は符号器パケット（ＥＰ）に加えられ、一群
の内部ブロックとして伝送バッファに置かれる。各内部ブロックはプロトコル・デ-タ・
ユニット（ＰＤＵ）を造るためにそれに加えられた情報を有する。そして、ＰＤＵ群が伝
送される。
【００９１】
　ＦＥＣ層１５７はまた、たとえ異なる内部ブロックが異なるセルから受取られるとして
も、一つのＥＰに属するデ-タの再生を可能にする。これは各プロトコル・デ-タ・ユニッ
ト（ＰＤＵ）のヘッダ-における系列番号（ＳＮ）の伝送を通して達成される。一実施例
では、システム・フレ-ム番号（ＳＦＮ）これが符号器パケット（ＥＰ）に関してデ-タ整
列を維持するのに役立つ。系列番号は、例えば、図１０Ａ及び１０Ｂを参照してこの文書
の中でさらに詳細に論じられる。
【００９２】
　ＦＥＣ層１５７はまた詰込み及び再構成、ユ-ザ-・デ-タの転送を実行し、且つ上位層
ＰＤＵの系列内配送、重複検知、及び系列番号検査を実行する。
　図６～７Ａに示された実施例では、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層１５７はパケット・デ
-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層１５６と無線回線制御（ＲＬＣ）層１５０との間（例
えば、（ＢＭＣ）層と同じレベル及びパケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層の
下）に示されている。内部ブロック・サイズは無線で送られるパケットの「黄金（gold）
」パケット・サイズに合致するので、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層１５７を無線回線制御
（ＲＬＣ）層１５０の丁度上に置くことによって外部符号の性能が最適化される。それで
もなお、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層はここで例示の目的のためにのみで示され、制限の
ないことは理解されるべきである。パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層１５
６はそのヘッダ-圧縮能力のために順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層１５７の頂部で使用され
る。現在パケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層１５６は専用論理チャネルを使
用する二地点間（ＰＴＰ）伝送について定義されることは注目されるべきである。図７に
示されたように、順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層は無線回線制御（ＲＬＣ）層の上のアクセ
ス階層内またはアプリケ-ション層中のどこでも提供される。順方向誤り訂正（ＦＥＣ）
層はパケット・デ-タ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層の下または上にあってもよい。ＦＥ
Ｃがアプリケ-ション層８０で実行されれば、「黄金」パケット・サイズが二つについて
異なるにしても、それは等しくＧＳＭ及びＷ-ＣＤＭＡに適用することができる。
【００９３】
　外部符号設計
　新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層はユ-ザ-平面情報に基づいて外部符号化を実行する
。図８は外部符号構造の概念を例示するために情報ブロック９１及び外部符号ブロック９
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５を示す図である。図９Ａは外部符号ブロック構造がマルチメディア放送及びマルチキャ
ストサ-ビス（ＭＢＭＳ）デ-タ９１に適用される例を示す図である。遅延耐性のコンテン
ツを全体のセル上で放送するとき外部符号化は物理層性能を改善する。外部符号は、例え
ば、セル間の移行の間及び二地点間（ＰＴＰ）伝送モ-ドと一地点対多地点（ＰＴＭ）伝
送モ-ドとの間の移行の間にデ-タの損失を回避するのに役立つ。
【００９４】
　外部符号ブロック９５はｋプロトコル・デ-タ・ブロック９１及びＮ-ｋパリティ行９３
の形で表される。外部ブロック符号化において、デ-タをセグメント化し、連結し、且つ
詰込む（内部ブロックへのオ-バ-ヘッドの挿入を含む）ことにより、そして外部符号ブロ
ック９５を造る情報ブロック９１に加えられるＮ-ｋパリティ行９３を生成するため結果
として生じる情報ブロック９１を符号化することによってユ-ザ-・デ-タをｋペイロ-ド行
へ体系化することにより大きな符号器パケットまたは情報ブロック９１にデ-タは集合さ
れる。パリティ・ブロック９３は冗長度情報を情報ブロック９１に加える。そして、外部
符号ブロックの個々の行は一つもしくは多数の伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に結局伝送さ
れる。いくつかのＰＤＵが伝送の間に失われるとしても、プロトコル・デ-タ・ユニット
（ＰＤＵ）の集合に関する冗長度情報は元の情報が再構築されることを可能にする。
【００９５】
　図９Ａはリ-ド・ソロモン（ＲＳ）ブロック符号として知られる典型的な外部符号構造
を示す。リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号はチャネル誤りを検出し、且つ訂正するために使
用される。図９Ａに示された外部符号は系統的（ｎ，ｋ）ブロック符号で、ここで各リ-
ド・ソロモン（ＲＳ）符号シンボルは行（row）及び列（column）によって定義された１
バイト情報である。各列はリ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号語を含む。ｎ逸失ブロックが復
元されるには、少なくともｎパリティ・ブロックが必要である。従って、パリティ・ブロ
ックの数が増加するにつれて必要なメモリの量が増加する。リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符
号化において、Ｎ-ｋパリティ・シンボルは符号語を生成するためにｋ系統的シンボルに
加えられる。言い換えれば、リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号［Ｎ，ｋ］はｋ情報或いは「
系統的（systematic）」シンボル及びＮ-ｋパリティ・シンボルを有する。Ｎは符号の長
さであり、ｋは符号の次元である。ｋ情報バイト毎に、符号はｎ符号化シンボルを造り、
その最初のｋは情報シンボルと同一である。各行は「内部ブロック（inner block）」と
呼ばれ、伝送時間間隔（ＴＴＩ）ごとのペイロ-ドを表す。通常のＷ-ＣＤＭＡシステムに
おいて、伝送は、例えば、２０ｍｓフレ-ム（ＴＴＩ）の基本的なＷ-ＣＤＭＡ構造上で発
生する。パリティ・シンボルは下記で定義される生成マトリックスＧｋ×Ｎを使用して系
統的シンボルから得られる：
　ｍ１×ｋ・Ｇｋ×Ｎ＝ｃ１×ｋ　　　　　　　　　　　　　　（式１）
　ｍ１×ｋ＝情報語＝［ｍ０　ｍ１　・・・　ｍｋ-１］　　　　　（式２）
　ｃ１×Ｎ＝符号語＝［ｃ０　ｃ１　・・・　ｃＮ-１］　　　　　（式３）
ここで、ｍｉ，ｃｉは任意のガロア体に属する。例えば、リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号
語シンボルが１ビットであれば、次元２（ＧＦ（２））のガロア体が復号動作を記述する
ために使用されるであろう。一実施例では、シンボルが８進数であれば、次元２５６ Ｇ
Ｆ（２５６）のガロア体が復号動作を記述するために使用される。この場合には、各情報
列は行につき１バイトから成る。各情報列は次元 ２５６ ＧＦ（２５６）上のガロア体上
で［Ｎ，ｋ］リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号を使用して符号化される。行につきＭ-バイト
あれば、外部ブロックはＭ回符号化される。従って、外部ブロック９５につきＮ＊Ｍバイ
トある。
【００９６】
　抹消復号化
　外部符号構造は抹消訂正を可能にする。どのシンボルが誤っているかを復号器が分かれ
ば、誤りの系統的シンボルの再構築は比較的小さな計算量を必要とする。符号器パケット
（ＥＰ）またはマトリックスは外部符号器の出力においてデ-タの全集合を参照する。冗
長度情報は各行から列ごとに取られ、伝送される各行はデ-タが正しく送られたことを確
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認するためにそれに付加された検査しなければならないＣＲＣを有する。ＭＢＭＳ伝送の
場合には、内部ブロック９１が誤っているかどうかを示すＣＲＣが各搬送チャネル・ブロ
ックにおいて使用され、そしてＣＲＣが失敗すれば、ブロック中の全てのシンボルは誤り
があると推定される。実施例では、或る内部ブロック９７に誤りがあれば、そのブロック
の全てのビットは抹消される。術語「抹消（erasure）」はＣＲＣが失敗した誤りブロッ
クに属する各シンボルを云う。抹消ではないシンボルは正しいとみなされる。ＣＲＣの未
検知誤り確率を無視すると、各Ｎ×１列は正しい抹消されたシンボルを含む。
【００９７】
　受信ベクトルｒは次のように書かれる： 
　ｒ１×Ｎ＝［ｃ０ ｅ ｅ ｃ３ ｃ４ ｅ ｃ６ ｃ８ ・・・ ｃＮ-１］　　　　　　　（
式４）
ここで、ｅは抹消を識別する。
　抹消復号化はＮ-ｋ誤りシンボルまで訂正されることを可能にする。抹消ではないシン
ボルは正しいと見なされるので、ＲＳ符号の誤り訂正特性は一般的なＲＳ符号のそれより
一般的にはるかに良い。各内部ブロックにおいて使用されるＣＲＣのサイズは未検知誤り
確率が残りの外部ブロック確率を超えないことを保証するのに十分に大きくなくてはなら
ない。例えば、１６ビットＣＲＣが内部ブロックにおいて使用されれば、残りの外部ブロ
ック誤り率低限界は２-１６＝１．５×１０-５であろう。最初のｋ内部ブロックに誤りが
なければ、系統的シンボルは情報シンボルと同じであるのでＲＳ復号は行う必要がない。
【００９８】
　良好なＣＲＣを持つｋブロックが受信されとすぐに、外部ブロックの復号は全てのＮ内
部のブロックの受信を待たないで実行されることは注目される。抹消復号を行うために、
修正された生成マトリックスΩｋ×ｋ は抹消または不必要なブロックに対応する全ての
列を取除くことによって生成マトリックスＧｋ×Ｎから得られ、例えば、最初の良好なｋ
受信シンボルが修正生成マトリックスを識別すために使用される。元の情報語ｍは次のよ
うに復元される：
【００９９】
【数１】

抹消復号化の複雑さはｋ×ｋマトリックス反転の複雑さに低減される。このように、ＲＳ
抹消復号化の使用はＲＳ復号化の計算の複雑さを非常に単純化する。
　外部符号化性能に対するデ-タ詰込みの影響
　図１１～１３を参照して下記で論じられるように、無線で送られる詰込み及びオ-バ-ヘ
ッドの量が特定の外部符号化手法によって制限されれば、外部符号化は非常に大きなオ-
バ-ヘッドに帰着することなしで可変伝送率デ-タ源と共に使用される。上で論じられた外
部符号手法では、デ-タは或るサイズのブロックに詰込まれ、短縮リ-ド・ソロモン符号が
ブロックに亘って実行される。符号器パケット・デ-タは図９Ａ及び９Ｂを参照して述べ
られた少なくとも二つの異なる方法 でＴＴＩに詰込まれる。
【０１００】
　図９Ｂは伝送時間間隔（ＴＴＩ）につき多数の行が送られる図９Ａの外部符号ブロック
構造を示す図である。発明の別の形態によれば、一行からのデ-タは一つのＴＴＩにおい
て伝送される。別の実施例では、一つの符号器パケット（ＥＰ）行からのデ-タは各ＴＴ
Ｉがその符号器パケット（ＥＰ）行からのデ-タを含むように一つのＴＴＩに入れられる
。従って、各々の行は個別のＷ-ＣＤＭＡフレ-ムまたは伝送時間間隔（ＴＴＩ）において
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伝送される。各行を一つのＴＴＩで送ることは良好な性能を提供するであろう。図９Ｂで
は、ｋとｎの両方はＴＴＩ当たりの行の数によって分割され、行における誤りは完全に相
関させられる。ＥＰ誤り率対ＴＴＩ誤り率を見るとき、これは可成りの差異を引き起こす
。
【０１０１】
　図９Ｃは各行が多数のＴＴＩにおいて送られる図９Ａの外部ブロック構造を示す図であ
る。図９Ｃは四つのＴＴＩ（ＴＴＩ０～ＴＴＩ３）に亘って符号器パケットの各行を送っ
ていることを例示しているが、実際には、各行はどんな数のＴＴＩに亘っても送られるこ
とは理解されるべきである。各列は外部符号の符号語であるので、四つの明白な伝送「フ
ェ-ズ（phases）」（ＴＴＩ０～ＴＴＩ３）の各々は独立外部符号に等しい。全体のパケ
ットが復元されるために、これらの独立した外部符号の全てが正しく復号することは必要
であろう。
【０１０２】
　図１０Ａ及び１０Ｂは順方向誤り訂正層によって生成された外部符号ブロックを示す図
である。
　ＦＥＣｃモ-ドはパリティ行またはブロック９３をＭＢＭＳペイロ-ド・デ-タ９１に加
えることによって、外部符号ブロック９５を構築するために共通もしくは一地点対多地点
（ＰＴＭ）論理チャネル上で使用される。各外部ブロック９５は複数の内部ブロック９１
、９３を含む。内部ブロックの系列及びそれらの符号器パケットに対する位置を識別する
ことは外部復号が正しく行われるように各利用可能な内部ブロックが正しい位置に置かれ
ることを可能にする。一実施例では、各内部ブロックは内部ブロック数ｍ及び外部ブロッ
ク数ｎによって内部ブロックを識別するヘッダ-９４を含む。例えば、外部ブロックｎは
ｍ内部マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロック
を持つデ-タ部分９１とＭ-（ｍ＋１）内部パリティ・ブロックを持つ冗長部分９３を含む
。この実施例に従って、系列番号空間はＭＢＭＳについて最適化され、いくつかの明白な
系列番号、例えば、０から１２７によって定義される。系列番号空間は同じ系列番号があ
らゆる種類の移行によって引き起こされる受信間隙（reception gap）後で現れないよう
に十分に大きくなければならない。いくつかの内部ブロックが失われるとしても、受信Ｕ
Ｅは内部ブロックの順序を決定できなければならない。全系列番号空間によって識別でき
るより多くの内部ブロックをＵＥが失えば、ＵＥは内部ブロックを正しく再順序付けでき
ないであろう。同じ内部ブロックの系列番号はＦＥＣｄブロック及びＦＥＣｃブロックに
亘って同じである。ＦＥＣｄブロックはＦＥＣｃブロックにおいて利用される冗長部分９
３を含まない。ＦＥＣｄエンティティ-及びＦＥＣｃエンティティ-は無線で同じビット率
を使用する。
【０１０３】
　送信側
　送信順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４１０はＳＤＵを受信するサ-ビス・デ-
タ・ユニット（ＳＤＵ）バッファ４１２、セグメント化及び連結ユニット４１４、リ-ド
・ソロモン（ＲＳ）符号化を行う外部符号器４１６、系列番号を符号化ＰＤＵに加える系
列番号発生器４１８、論理チャネル４０６上でＰＤＵを伝送する送信バッファ４２０、及
び予定計画ユニット４２２を含む。
【０１０４】
　サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）バッファ４１２は矢印で示されたように無線担体
４０２上でサ-ビス・デ-タ・ユニットの形でユ-ザ-・デ-タを受取り、高位層からのＦＥ
Ｃ　ＳＤＵを記憶する。受信バッファ４１２は予定計画ユニット４２２にどのくらい多く
のデ-タが伝送されるかを通信する。
【０１０５】
　上記のように、源デ-タ率（source data-rate）は一般的に変化するからそれが符号器
パケット（ＥＰ）を一杯にする時間の量は一般的に変化する。図１３を参照して説明され
るように、フレ-ム充填効率はデ-タを詰込み始める時を決定する際柔軟性を持つことによ
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って改善される。導入される詰込みの量は受信ＦＥＣエンティティ-４３０のジッタ-耐性
に基づいてできる限りＥＰの作成を遅らせることによって低減される。
【０１０６】
　予定計画エンティティ-４２２は符号化を始めるときを決定する。スケジュ-ラ４２２は
好しくはその特定サ-ビスのためのＱｏＳ特性（profile）に基づいてパケットが送出され
る必要がある前にどのくらい待つことが可能であるかを決定する。一旦、スケジュ-ラ４
２２は十分なデ-タが蓄積されたこと、或いは最大の受入可能なパケット伝送遅れが使い
果たされたことを立証すれば、それは符号器パケット（ＥＰ）の作成を始動する。セグメ
ント化及び連結ユニット４１４はサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）を様々な行に分割
し、長さ指標（ＬＩ）を生成する。
【０１０７】
　予定計画ユニット４２２は好ましくはＳＤＵが行の数（例えば、１２）に正確に適合す
るようにＥＰまたはプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）の最適サイズを決定する。
代りに、スケジュ-ラ４２２は最小可能な詰込みになるであろうＲＲＣによって構成され
るものからＦＥＣ　ＰＤＵサイズを選択し、セグメント化及び連結機能４１４がＳＤＵを
サイズ（ＰＤＵサイズ－ＦＥＣヘッダ-・サイズ）のｋブロックにフォ-マットすることを
要求する。 このフォ-マットは変化する。異なる形式のフォ-マット化の例は図１２、１
３を参照して下記で論じられる。考えられるデ-タの総量は連結及びセグメント化機能４
１４によって組込まれるであろうオ-バ-ヘッドを含むであろう。符号器パケット（ＥＰ）
を生成するために、スケジュ-ラ４２２は連結及びセグメント機能４１４がそのサイズの
ｋＰＤＵを作成することを要求する。このサイズは再構築情報を含む。一実施例では、Ｐ
ＤＵは８ビットの倍数のサイズを持っており、連続したＰＤＵのデ-タは符号語における
異なるシンボルに対応する。
【０１０８】
　そして、ｋＰＤＵブロックはリ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号化を実行する外部符号器４
１６を介して実行される。外部符号器４１６は外部符号ブロックを造るために符号器パケ
ット（ＥＰ）マトリックスに冗長度もしくはパリティ情報を生成且つ付加することによっ
て符号器パケット（ＥＰ）マトリックスにおいてデ-タを符号化する。符号器はｋ行の等
しい長さの情報に符号化を行い、低位部分層に同じサイズのｎプロトコル・デ-タ・ユニ
ット（ＰＤＵ）を配送する。最初のｋブロックはそれが受取るものと同一であり、次のｎ
-ｋブロックはパリティ情報に対応する。
【０１０９】
　スケジュ-ラ４２２はまたＰＴＭストリ-ムの時間配列または相対的タイミングを監視し
、異なる論理ストリ-ムの配列を調整するように伝送を行う。例えば、再構成の間にＰＴ
ＰとＰＴＭ論理ストリ-ムとの間の時間配列はサ-ビス連続性に益するように調整される。
ストリ-ムが完全に同期するとき、最良の性能が得られる。
【０１１０】
　異なる基地局（或いは、異なる伝送モ-ド：ＰＴＰ、ＰＴＭ）は同じコンテンツストリ-
ムを伝送するが、それらのストリ-ムはずれがある。しかしながら、デ-タ・ストリ-ムの
符号器パケット（ＥＰ）フォ-マットが同じであれば、各ストリ-ムに関する情報は厳密に
同じである。ユ-ザ-装置（ＵＥ）は二つのストリ-ムの間の関係が分かっているので系列
番号を各外部ブロックに加えることによってユ-ザ-装置（ＵＥ）は二つのストリ-ムを結
合することが可能となる。
【０１１１】
　系列番号発生器４１８はＰＤＵを造るために符号器４１６において使用されたものと同
じ系列において各ブロックの前部に系列番号を付加する。実施例では、系列番号発生器は
、例えば、ＰＤＵを生成するために各外部符号ブロックの前部に８ビット系列番号を加え
る。追加オ-バ-ヘッド情報はまた外部符号ブロックに加えられる。系列番号空間はストリ
-ム間の悪い場合の時間差に適応するのに十分に大きくならなければならない。従って、
別の実施例では、２０の系列番号空間が使用され、少なくとも５ビットが系列番号のため
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に各ヘッダ-において用意される。このヘッダ-はリ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号化が行わ
れた後で外部符号ブロックに付加され、従ってこの「外部（outer）」ヘッダ-は外部符号
によって保護されない。系列番号はまた、たとえそれらが送られないとしても、好しくは
パリティ・ブロックのために加えられる。一実施例では、系列番号の位相は符号器パケッ
ト境界と整列されている。系列番号の転倒（roll-over）は新しい符号器パケットの受信
に対応するであろう。
【０１１２】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）ヘッダ-・フォ-マット
　上述のように、デ-タ・ストリ-ムの同期はＰＤＵの順序付けと関連する情報を含む系列
番号を導入することによって達成される。再順序付け及び重複検知に加えて、系列番号は
符号化パッケットに含まれるそれぞれの源からのデ-タが再配列されることを可能にする
。この系列番号は各パケットが考慮されるべき順序をはっきりと識別する。この系列番号
は符号化が行われた後、情報ペイロ-ド・ユニット（ＰＤＵ）及びパリティ・ブロックの
双方に付加される「ＦＥＣヘッダ-」を構成することができる。系列番号は復号化のため
に必要とされるので外部符号によって保護されないだろう。
【０１１３】
　図１４は順方向誤り訂正（ＦＥＣ）ヘッダ-・フォ-マットの実施例の図である。デ-タ
の符号器パケット（ＥＰ）との整列を容易にするために、系列番号は保留部分（Ｒ）４０
２、ＥＰ（ＥＰＳＮ）を識別する符号器パケット（ＥＰ）部分４０４、及び符号器パケッ
ト（ＩＥＰＳＮ）４０６内の特定の内部ブロックの位置を識別する内部符号器パケットを
含むように分割される。
【０１１４】
　ＦＥＣ層４００にとって無線回線制御（ＲＬＣ）モ-ドと相互動作できることが望まし
い。無線回線制御（ＲＬＣ）ＡＭ及び無線回線制御（ＲＬＣ）ＵＭの双方は８ビットの倍
数にサイズを持つサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）を要求するので、ＦＥＣ層４００
がまたこの要求に固執することは望ましいであろう。ＦＥＣ層４００のための外部符号は
デ-タのバイト・サイズ増加によって動作するので、符号器パケット（ＥＰ）の行サイズ
はまた整数バイトである必要があるであろう。従って、ＦＥＣヘッダ-・サイズ４０１は
また無線回線制御（ＲＬＣ）に受入可能なためにＦＥＣプロトコル・デ-タ・ユニット（
ＰＤＵ）について８ビットの倍数でなければならない。順方向誤り訂正（ＦＥＣ）ヘッダ
-４０１が１バイトである一実施例において、単一ビットを含む保留部分（Ｒ）、３ビッ
トを含むＥＰ（ＥＰＳＮ）４０４を識別する部分、及び４ビットを含む符号器パケット（
ＩＥＰＳＮ）４０６内のＰＤＵの場所を識別するＩＰＥ部分を持つ。この実施例では、Ｔ
ＴＩにつき一つのＰＤＵが送られ、且つ異なるセルの伝送タイミングは１００ｍｓ以上の
変動はないと予想されるので、８ビットの系列番号が使用される。
【０１１５】
　伝送バッファ４２０はデ-タのフレ-ムが累積されるまでＰＤＵを記憶する。ＰＤＵが要
求されるとき、伝送バッファ４２０はフレ-ムを順々に論理チャネル経由にて無線インタ
フェ-ス（Ｕｕ）上でＭＡＣ層へ伝送する。そして、ＭＡＣ層はＰＤＵが結局ＵＥ１０に
通信される物理層に搬送チャネルを経由してＰＤＵを通信する。
【０１１６】
　受信側
　図１１をなお参照すると、受信順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０は受信
バッファ／再順序付け／重複検知ユニット４３８、系列番号除去ユニット４３６、リ-ド
・ソロモン復号を行う外部復号器４３４、及び再構築ユニット／サ-ビス・デ-タ・ユニッ
ト（ＳＤＵ）伝送バッファ４３２を含む。
【０１１７】
　ＥＰマトリックスの情報行はＰＤＵに対応する。外部符号化を支援するために、受信順
方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０は外部符号化を始動する前にいくつかのＰ
ＤＵを累積する。連続受信を達成するために、符号器パケットを復号する必要にも拘わら
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ず、復号を行っている間、ユ-ザ-装置（ＵＥ）は入来するプロトコル・デ-タ・ユニット
（ＰＤＵ）をバッファする。
【０１１８】
　受信バッファ４３８は全符号器パケット（ＥＰ）が受信されるまで、もしくは予定計画
ユニット（示されてない）が符号器パケット（ＥＰ）の再伝送がもうないことを納得する
までＰＤＵを累積する。一旦、或る符号器パケットについて受信されたデ-タがもはやな
いであろうと決定されれば、欠落ＰＤＵは抹消であると識別される。言い換えれば、ＣＲ
Ｃ検査に通らないＰＤＵは復号処理において抹消と置換されるであろう。
【０１１９】
　いくつかのブロックは伝送の間に失われることがあり、或いはまた異なるデ-タ・スト
リ-ムは異なる遅れを持つので、受信順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０は潜
在的に受信バッファ／再順序付け／重複検知ユニット４３８において受信ブロックの重複
検知及び再順序付けを行う。系列番号は再順序付け／重複検知を支援するために各ＦＥＣ
プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）において使用される。系列番号はばらばらで受
信されたデ-タを再順序付けするために受信バッファ４３８において使用される。一旦Ｐ
ＤＵが再順序付けされれば、重複検知ユニットはそれらの系列番号に基づいて符号器パケ
ット（ＥＰ）におけるＰＤＵを検知し、あらゆる重複を除去する。
【０１２０】
　そして、系列番号は除去される。系列番号はリ-ド・ソロモン（ＲＳ）復号器に送られ
たブロックの一部ではないので、系列番号除去ユニット４３６は符号器パケット（ＥＰ）
から系列番号を取除く。
　そして、デ-タは欠落情報を復元するために外部復号機能４３４に渡される。外部復号
器４３４は符号器パケット（ＥＰ）を受取り、必要であれば、リ-ド・ソロモン（ＲＳ）
復号器は誤った、もしくは欠落している行を再生するためにパリティ情報を使用すること
によって符号器パケット（ＥＰ）を復号する。例えば、情報を含む全てのプロトコル・デ
-タ・ユニット（ＰＤＵ）が正しく受信されなければ、もしくはｎＰＤＵからｋより少数
しか正しく受信されなければ、パリティＰＤＵのサイズまで、プロトコル・デ-タ・ユニ
ット（ＰＤＵ）、外部復号化が欠落情報ＰＤＵを復元するために行われる。外部復号化が
行われるときはいつでも、少なくとも一つのパリティＰＤＵは受信機で利用可能であろう
。情報を含む全てのプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）が正しく受信されれば、も
しくはｎＰＤＵからｋより少数でも正しく受信されれば、復号化は必要がない。そして、
情報プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は再構築機能４３２に配送される。
【０１２１】
　そして、外部復号化が旨くいったかどうかとは関係なく、情報行は再構築ユニット／機
能４３２に配送される。再構築ユニット４３２は長さ指標（ＬＩ）を使用して符号器パケ
ット（ＥＰ）マトリックスの情報行からＳＤＵを再構築、或いは再構成する。一旦、ＳＤ
Ｕが旨く集められれば、サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）伝送バッファ４３２はＳＤ
Ｕを高位層に配送するため無線担体４４０上でサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）を伝
送する。
【０１２２】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０において、異なる論理ストリ-ムの間で
時間オフセットによりＵＥに復号化を遅らせることを可能にすることは、システムが論理
ストリ-ムの間の同期の欠如によるデ-タの潜在的系列外受信を十分に利用することを可能
にする。これはＰＴＰとＰＴＭとの間の移行と同様にハンドオフの間のサ-ビスを円滑に
する。ＵＥを異なる論理ストリ-ムの間で時間オフセットにより復号化を遅らせることを
可能にするアルゴリズムは図１５を参照して論じられる。
【０１２３】
　符号器パケット（ＥＰ）選択肢：固定または可変行サイズ
　プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は全ての伝送時間間隔（ＴＴＩ）で連続的に
送られる必要がないので、ＦＥＣまたは外部符号エンティティ-はプロトコル・デ-タ・ユ



(31) JP 4768615 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

ニット（ＰＤＵ）が構築されるときについては柔軟性がある。これは良好なフレ-ム充填
効率及び少ない詰込みオ-バ-ヘッドをもたらすことになる。
【０１２４】
　必要ならば、外部符号エンティティ-は各伝送時間間隔（ＴＴＩ）でペイロ-ドを生成す
ることができる。サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）は高位層から受取られるので、プ
ロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は実時間で構築される。プロトコル・デ-タ・ユニ
ット（ＰＤＵ）を造るために十分なデ-タがなければ、ＲＬＣが詰込みを追加する。
【０１２５】
　固定行サイズ符号器パケット（ＥＰ）
　ＳＤＵ２０１～２０４を符号化するとき、できる限り伝送される詰込みの量を低減する
ことが望ましい。
　一実施例では、符号器パケット（ＥＰ）マトリックス２０５の行サイズは固定サイズで
ある。符号器パケット（ＥＰ）マトリックス２０５の行サイズの推測的知見はそれらの元
の構成へのデ-タの整列を可能にする。内部で送られるであろうＳＤＵ２０１～２０４の
行サイズは前もって分かっているので、伝送はどのくらいのデ-タが送られるかが分かる
のを待たずにデ-タが受取られるとすぐに開始することができる。
【０１２６】
　図１２Ａは外部符号ブロック２１４の行サイズが固定されたデ-タ・ユニット２０１～
２０４から外部符号ブロック２１４を造るための符号化処理の例を示す。この例では、ユ
-ザ-・デ-タは任意のサイズ・ブロックのビットを含む複数のサ-ビス・デ-タ・ブロック
（ＳＤＵ）２０１～２０４の形をとり、そのサイズは特定のアプリケ-ション（ビデオ、
音声等）に依存する。
【０１２７】
　任意サイズのＦＥＣ　ＳＤＵを伝送できるようにするために、セグメント化、連結及び
詰込みがＦＥＣレベルで行われる。連結は絶対に必要ではないが、それがないと高位層デ
-タ処理量に重大な低下をもたらすであろう。
　高位層ＳＤＵ２０１～２０４は最初にこの固定ＰＤＵサイズにフォ-マットされる。こ
の実施例では、セグメント化／連結機能は加入者ユニットに指示される固定サイズの内部
ブロックを生成する。ステップ２２０で、内部ブロックの群は内部ブロック、必要な程度
までの詰込み２０８、及びどれだけ多くのＳＤＵがＥＰの或る行で終わるかを示すことに
よって、サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）２０１～２０４の終わりを指し示すために
使用される長さ指標（ＬＩ）２０６を含む、符号器パケット・マトリックス２０５の一部
になるようにセグメント化及び連結される。下記で論じられる外部符号器は冗長ブロック
を造るためにこれらの内部ブロックを使用する。
【０１２８】
　無線回線制御（ＲＬＣ）において、長さ指標（ＬＩ）はサ-ビス・デ-タ・ユニット（Ｓ
ＤＵ）よりはむしろプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）と比較して識別される各サ-
ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）の終わりを示す。ＰＤＵサイズはサ-ビス・デ-タ・ユ
ニット（ＳＤＵ）のそれよりは一般的に小さいからこれはオ-バ-ヘッドを低減させる助け
になる。例えば、長さ指標（ＬＩ）はペイロ-ド・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）内の各ＦＥ
Ｃサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）末端の最後の８進数（octet）を指示するために
使用される。「長さ指標」はＦＥＣヘッダ-の終わりとＦＥＣ　ＳＤＵセグメントの最後
の８進数までの間の８進数の数に設定される。長さ指標（ＬＩ）は好しくはその長さ指標
（ＬＩ）が参照するＰＤＵに含められる。言い換えれば、長さ指標（ＬＩ）は好しくは同
じペイロ-ド・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）を参照し、好しくは長さ指標（ＬＩ）が参照す
るＦＥＣ　ＳＤＵと同じ順序にある。
【０１２９】
　外部ブロックが受信されるとき、長さ指標（ＬＩ）のような情報は受信機にサ-ビス・
デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）及び／または詰込みが何処で開始し、且つ終わるかを知らせ
るために使用される。
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　長さ指標（ＬＩ）の存在を示すためにＦＥＣヘッダ-におけるビットを使用することは
できないので、ＦＥＣヘッダ-は長さ指標（ＬＩ）の存在を示すペイロ-ド内の固定ヘッダ
-を加える。内部ヘッダ-またはＬＩはＳＤＵ２０１～２０４を構築するために必要とされ
る情報を全て提供する。ＬＩはそれが参照するＰＬＣ-ＰＤＵに含まれる。最初のＬＩの
存在はＰＬＣ-ＰＤＵの系列番号ヘッダ-に含まれるフラグによって示される。各ＬＩにお
けるビットはその拡張を示すために使われる。長さ指標（ＬＩ）の長さをＦＥＣ　ＰＤＵ
サイズと交換することを可能にするため、前のＳＤＵが最後のＰＤＵを満たすことが不足
して終わったことを示す１バイトの長さ指標（ＬＩ）に関する新しい特定の値が導入され
る。長さ指標（ＬＩ）存在ビットは様々な方法で実行され、そのうちの二つは下記で論じ
られる。
【０１３０】
　一実施例では、長さ指標（ＬＩ）存在ビットは各プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤ
Ｕ）において提供される。例えば、１バイトが各符号器パケット（ＥＰ）行の始まりに加
えられ、バイト中のビットがＬＩの存在を示す。各プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤ
Ｕ）の全体の最初のバイトはこの「存在ビット（presence bit）」のために予約される。
この存在ビットに適応するために、長さ指標は１ビットだけ短くされる。各パケット・ユ
ニット（ＰＤＵ）において存在ビットを提供することによって、ＳＤＵはたとえ最初のＰ
ＤＵが欠落しているとしてもＥＰ復号化が失敗したとき復号されることが可能となる。こ
れは低い残留誤り率に帰着する。各ＰＤＵにおいて存在ビットを提供することは実時間連
結／セグメント化を可能にする。
【０１３１】
　別の実施例では、長さ指標（ＬＩ）存在ビットは最初のＰＤＵで提供される。各ＰＤＵ
の始まりでオ-バ-ヘッドを加える代りに、全ｋ情報ＰＤＵの存在ビットはＥＰの最初のＰ
ＤＵの始まりに加えられる。符号器パケット（ＥＰ）の始まりにおいて存在ビットを提供
することは大きなＳＤＵ及び／または小さなＰＤＵを持っているときより少ないオ-バ-ヘ
ッドに帰着する。
【０１３２】
　セグメント化及び連結の後、ＥＰ２０５は複数のサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）
２０１～２０４及び詰込みブロックの少なくとも一つによって占有されるいくつかの行を
含む。外部ブロックの行サイズは各行が最高デ-タ率（a peak data rate）で伝送時間間
隔（ＴＴＩ）の間に伝送されるように設計される。サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）
は一般に伝送時間間隔（ＴＴＩ）の間に送られるデ-タの量と協調させられない。斯くし
て、図１２Ａに示されたように、第二及び第四のＳＤＵ２０２、２０４はＥＰのそれぞれ
第一及び第二の行の伝送時間間隔（ＴＴＩ）に適合しない。この例では、ＥＰはデ-タに
利用可能な１２行を持っており、４ＳＤＵ２０１～２０４はこれら１２行の最初の三つの
行に詰められる。ＥＰ２０５の残りの行は詰込みブロック２０８によって占有される。こ
のように、第二ＳＤＵ２０２は第二サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）２０２の第一の
部分が「情報ブロック」の最初の行において開始し、第二ＳＤＵ２０２の第二の部分が第
二の行で終わるように分割される。同様に、第三ＳＤＵは第三サ-ビス・デ-タ・ユニット
（ＳＤＵ）２０３の第一の部分が第二の行において開始し、第三ＳＤＵ２０３の第二の部
分が第三の行で終わるように分割されなければならない。第四サ-ビス・デ-タ・ユニット
（ＳＤＵ）２０４は第三の行内に適合し、第三の行の残りは詰込みブロック２０８で充填
される。この例では、符号器パケット（ＥＰ）２１３は詰込み２０８でたいてい構成され
る。
【０１３３】
　符号器は冗長度またはパリティ情報を生成するためにＥＰを使用する。ステップ２４０
で、符号器は長さが１６ブロックある外部符号ブロック２１３を生成するために、外部パ
リティ・ブロック２１４を加えることによって符号化される中間パケット・マトリックス
２０５を符号化する。その符号器はその結果生じるデ-タ２１０を造るために各ブロック
の各列から８ビットのデ-タを抽出する。リ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号器は冗長度または
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パリティ情報２１２の４行を得るためにその結果生じるデ-タ２１０を符号化する。パリ
ティ情報２１２は、１６ブロックの外部符号ブロック２１３を生成するためにＥＰマトリ
ックス２０５に付加される外部パリティ・ブロック２１４を生成するために使用される。
【０１３４】
　図１２Ｂは上で論じられた例において無線で伝送される情報の例を示す。ステップ２６
０で、ＥＰ２０５の各列に系列番号を含む追加のオ-バ-ヘッドを加えた後、１６ブロック
の外部符号ブロック２１３はプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）２１４として無線
で伝送される。十分なまたは全体の符号器パケット（ＥＰ）２１３マトリックスは下り回
線上で送られるプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）２１４では伝送されない。むし
ろ、プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は情報ビット２０１～２０４及び符号器パ
ケット（ＥＰ）マトリックス２１３の長さ指標（ＬＩ）２０６を含む。符号器パケット（
ＥＰ）マトリックス２１３行サイズは固定され、したがって受信機で分かっているので、
詰込み２０８を無線で実際に送ることは不必要である。詰込み値は分かっているので、詰
込み情報２０８は下り回線上で伝送されず、従って、詰込み情報２０８を伝送する必要性
はない。例えば、詰込みが全て０、全て１、または０と１の交互のパタ-ンといった既知
のビットの系列で構成されていれば、受信機は名目上符号器パケット（ＥＰ）２１３行長
までプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）２１４を詰込むことができる。従って、伝
送の間に、ＥＰ行サイズに等しいＰＤＵサイズを選択する代りに、情報ビット２０１～２
０４及び再構築オ-バ-ヘッド（例えば、ＬＩ）を全て搬送する最小の利用可能なＥＰサイ
ズが利用される。
【０１３５】
　符号器マトリックスの行サイズは固定されているけれども、ＦＥＣ　ＰＤＵサイズは各
々が一つの符号器マトリックス行の情報部分（詰込みは除外される）を全て含むように各
伝送において或る集合から選択されるであろう。符号器マトリックスの行サイズより小さ
いサイズのＰＤＵを受取るとき、 ＵＥは既知のビット系列を持つそのサイズまで詰込む
ことができる。これは空中インタフェ-ス上で負荷を増加せずに、内部ブロック・サイズ
が固定したまま維持されることを可能にする。固定行サイズを用いて、符号器パケット（
ＥＰ）２１３はプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）を伝送し始める前にデ-タが全て
利用可能になるまで待つ必要性を取除き、また詰込みを送る必要性を取除く。
【０１３６】
　可変率伝送を扱うために上のアルゴリズムが実施されれば、全ての符号器パケット・マ
トリックスが一定のサイズを持つ伝送率等化手法が使用される。詰込みがＰＤＵの一部を
構成するとき、より小さなＰＤＵが使用されるであろう。詰込みは特定のビット系列で構
成され、デ-タの最終に位置する。受信機では、低位層から受信されたブロックのサイズ
は最後に詰込みを付加することによって基準サイズ（base-line size）と等化される。
【０１３７】
　所定のビット系列が詰込みのために使用されれば、この詰込みは無線では伝送されない
。受信機は外部復号化を実行する必要がない限り、受信機は実際の符号器パケット行サイ
ズを知る必要はない。基本的なＳＤＵ再構築はＰＤＵの終りに詰込みの量の知ることを必
要としない。最初のｋ符号器パケット（ＥＰ）行からの情報を含むＰＤＵは全てが受信さ
れれば、外部復号化は不必要である。それとは対照的に、最初のｋ符号器パケット（ＥＰ
）行からの情報を含む少なくとも一つのＰＤＵが欠落していれば、パリティ行からのデ-
タを含むＰＤＵの少なくとも一つは必要とされる。パリティ行は一般に詰込まれないから
、サイズは仮定される必要がある実際の符号器パケット・サイズについて参照として使用
される。
【０１３８】
　可変行サイズ符号化器パケット（ＥＰ）
　図１３は可変行サイズを持つ外部符号ブロック３１３を造るための符号化処理を示す。
　本発明のこの形態は空中インタフェ-ス上で送られたデ-タの柔軟な外部ブロック符号化
に関係する。この符号化処理はフレ-ム充填効率が増加するように送られる詰込みを少な
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くすることに帰着する。符号器パケット（ＥＰ）３０５の行は可変サイズであり、異なる
サイズにされた外部ブロックは各伝送時間間隔（ＴＴＩ）について送られる。好しくは、
符号器パケット（ＥＰ）３０５の行サイズはＳＤＵが符号器パケット（ＥＰ）マトリック
ス３０５の行の数（例えば、１２）に正確に適合するように変化する。この実施例では、
 ＦＥＣ層が最適な行サイズを決定できるように、ＦＥＣ層はＥＰを造る前に利用可能で
あるデ-タの全てを待たなければならない。行サイズは詰込みを制限するために利用可能
なデ-タの量に基づいていくつかの異なるサイズから選択される。符号器パケット（ＥＰ
）の行サイズはＳ-ＣＣＰＣＨについて構成されるＰＤＵサイズの集合と関連付けられる
。符号器パケット３０５が生成される必要があるとき利用可能なデ-タの量に依存して、
最小詰込みとなる行サイズが選択される。ブロック・サイズが各フレ-ムにおいてより小
さくなるように外部ブロック３１３のサイズを減少させることによって、少ないデ-タは
同じＴＴＩ期間に亘って送られるので、デ-タは低減伝送率で送られる。符号器パケット
（ＥＰ）３０５の可変行サイズを使用することは符号器パケット（ＥＰ）の全伝送に亘っ
て所要電力を安定化し、またより少ないパリティ・オ-バ-ヘッド３１４を利用するのに役
立つ。この実施例は、内在無線プロトコルによって各伝送時間間隔（ＴＴＩ）において送
られる搬送ブロックのサイズが変化するＷ-ＣＤＭＡのようなシステムにおける一地点対
多地点（ＰＴＭ）伝送でよく機能する。
【０１３９】
　ステップ３２０で、 複数のサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）２０１～２０４は、
長さ指標（ＬＩ）２０６がサ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤＵ）２０１～２０４の末端を
指し示すために使用される符号器パケット（ＥＰ）マトリックス３０５を生成するために
、セグメント化及び連結される。長さ指標（ＬＩ）は各サ-ビス・デ-タ・ユニット（ＳＤ
Ｕ）が終結する最後の列に含まれる。
【０１４０】
　ステップ３３０で、冗長度またはパリティ情報は各デ-タ・ブロックから８ビットのデ-
タを抽出することによって列基準で生成され、その結果生じるデ-タ３１０はパリティ情
報３１２を得るためにリ-ド・ソロモン（ＲＳ）符号器へ送られる。符号器パケット（Ｅ
Ｐ）マトリックス３０５の行はより小さいので、より少ない冗長度情報が生成される。
【０１４１】
　ステップ３４０で、パリティ情報３１２は１２ブロックの符号器パケット（ＥＰ）マト
リックス３０５に付加される外部パリティ・ブロック３１４を生成し、それによってこの
例では長さが１６ブロックある外部符号ブロックを生成するために使用されるので、符号
化は継続する。全体の外部符号ブロック３１３はＳＤＵ、長さ指標（ＬＩ）２０６、及び
／または冗長度情報３１４のいずれかで占有されるので、 この実施例は伝送効率を改善
する詰込み伝送を回避する。この特定の例では、詰込みは必要とされなかった。しかしな
がら、いくつかの場合にはＰＤＵの構成サイズ数は制限されるので、詰込みの量の低減に
も拘わらずいくらかの詰込みは必要とされることは理解されるべきである。これは大きな
フレ-ム充填効率となる結果になり、また全体の符号器パケット（ＥＰ）に亘って一定の
電力が維持されることを可能にする。これは電力制御手法を利用するＣＤＭＡシステムに
おいて望ましい。
【０１４２】
　示されていないけれども、無線でのＰＤＵの伝送は図１２のステップ２６０について上
記で論じられたことと類似して起こる。
　図１１は外部符号化または無線回線制御（ＲＬＣ）の上に提供されるＲＬＣ否定応答モ
-ド（ＵＭ）＋エンティティ-（ＲＬＣ　ＵＭ＋）を有する順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層４
００の実施例である。一般的に、無線回線制御（ＲＬＣ）は高位層のためのフレ-ム化を
提供する。ここで、無線回線制御（ＲＬＣ）層の上に在るＦＥＣ層はフレ-ム化を行う。
【０１４３】
　外部符号化層４００は論理チャネル４０８を経由して無線インタフェ-ス（Ｕｕ）４０
４上で受信順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０と通信する伝送順方向誤り訂
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正（ＦＥＣ）エンティティ-４１０を含む。
　再順序付け／重複検知
　図１５は移動局１０が異なる論理ストリ-ム間の時間オフセットによって復号化を遅ら
すことを可能にする再順序付けプロトコルまたはアルゴリズムである。
【０１４４】
　受信順方向誤り訂正（ＦＥＣ）エンティティ-４３０はＥＰマトリックス内の或るＰＤ
Ｕの位置を決定するために系列番号を使用する。例えば、系列番号の一部（ＰＳＮ）は符
号器パケット（ＥＰ）の位置を識別する。
　このアルゴリズムは、せいぜい、復号化が開始される前に二つの符号器パケット（ＥＰ
）からのデ-タが受取られることを仮定する。下記の説明では、符号器パケット（ＥＰｄ
）は復号されるべき系列における次の符号器パケット（ＥＰ）であり、符号器パケット（
ＥＰｂ）はバッファされつつある符号器パケット（ＥＰ）である。符号器パケット（ＥＰ
ｂ）は符号器パケット（ＥＰｄ）の後に続く。ＲＳ復号化を行うのに完全符号器パケット
伝送時間を必要とするＵＥ実装は、系列パケットを復号することができるために二重バッ
ファリングする必要があるであろう。従ってＵＥは少なくとも符号マトリックスの最大サ
イズ行ｎ＋ｋ（ｋ及びｎはそれぞれ情報行の数及びパリティをも含む行の総数である）を
記憶する。より速い復号化エンジンを持つＵＥはｎ＋１より低いけれどもこの要求を低減
することができる。例えば、ＵＥがその復号化能力に基づいて系列パケットを受取るのに
必要とされる量を越えて或る量のバッファ空間（ＸｔｒａＢｆｆｒ）を持っていれば、及
び６４ｋｂｐｓのストリ-ムが想定されるならば、計算の要求を増加せずに１００ｍｓだ
け復号化を遅らすことはバッファ・サイズの８００バイト増加を必要とするであろう。
【０１４５】
　ブロック１４１０で、新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・ユニット
（ＰＤＵ）が受取られたか否かが判定される。新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコ
ル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）が受取られなければ、処理はブロック１４１０で再開す
る。新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）が受取ら
れたならば、ブロック１４２０で新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・
ユニット（ＰＤＵ）が復号される系列に属するか否かの判定が行われる。
【０１４６】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）が復号される系列
に属さなければ、ブロック１４２１で、新しい順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ
-タ・ユニット（ＰＤＵ）がバッファされつつある符号器パケット（ＥＰｂ）に属するか
否かの判定が行われる。順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤ
Ｕ）がバッファされつつある符号器パケット（ＥＰｂ）に属さなければ、ブロック１４４
０でプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は廃棄される。順方向誤り訂正（ＦＥＣ）
プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）がバッファされつつある符号器パケット（ＥＰ
ｂ）に属していれば、ブロック１４２３でプロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ）は関
連する位置におけるＥＰｂのバッファに加えられる。ブロック１４２５で、ＥＰｂに関す
るデ-タの量がＸｔｒａＢｆｆｒを超えるか否かが判定される。ブロック１４２５でＥＰ
ｂに関するデ-タの量がＸｔｒａＢｆｆｒを超えないことが判定されれば、処理はブロッ
ク１４１０で再開する。ＥＰｂに関するデ-タの量がＸｔｒａＢｆｆｒを超えれば、ブロ
ック１４２８では伝送エンティティ-はＥＰｄからの完全なＳＤＵを配送することを試み
る。そして、ブロック１４３０で、残りのＥＰｄはバッファから消去され、ブロック１４
３４でＥＰｂはＥＰｄに設定される。
【０１４７】
　ブロック１４２０で順方向誤り訂正（ＦＥＣ）プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤＵ
）がＥＰｄに属していれば、ブロック１４２２で、プロトコル・デ-タ・ユニット（ＰＤ
Ｕ）は関連する位置におけるＥＰｄのバッファに加えられる。ブロック１４２４で、バッ
ファがＥＰｄに関するｋの個々のＰＤＵを持っているか否かが判定される。バッファがＥ
Ｐｄに関するｋの個々のＰＤＵを持っていなければ、処理はブロック１４１０で再開する
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。バッファがＥＰｄに関するｋの個々のＰＤＵを持っていれば、ブロック１４２７で、復
号器はＥＰｄに関する外部復号化を行い、そしてブロック１４２８で、伝送エンティティ
-はＥＰｄからの完全なＳＤＵを配送することを試みる。そして、ブロック１４３０で、
残りのＥＰｄはバッファから消去され、そしてブロック１４３４で、ＥＰｂはＥＰｄに設
定される。
【０１４８】
　図１６は移動局によって受信された外部符号ブロックの間の時間関係をセルＡ（９８）
からの一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送、及びセルＢ（９９）からの別の一地点対多地点（
ＰＴＭ）伝送を受信することの間の移動局移行として示す図である。図１６のいくつかの
形態は２００２年８月２１日出願されたＧｒｉｌｌｉ他の米国特許ＵＳ-２００４-００３
７２４５-Ａ１、及び２００２年５月６日出願されたＷｉｌｌｅｎｇｇｅｒ他の米国特許
ＵＳ-２００３-０２０７６９６-Ａ１においてさらに論じられ、それらはそれらの全体に
おける参照によってここに組込まれている。
【０１４９】
　描かれたシナリオは或るＵＭＴＳ地上無線接続網（ＵＴＲＡＮ）２０及びユ-ザ-装置（
ＵＥ）１０の要件を想定する。例えば、ＵＴＲＡＮ２０がセルを越えて同じ外部ブロック
符号化を使用してコンテンツを送れば、同じ番号付けが隣接セルにおける同じデ-タまた
はペイロ-ドを搬送するブロックに使用されなければならない。同じ番号の外部ブロック
は比較的時間整列して伝送される。セルを越えるＰＴＭ伝送の最大の誤整列は無線網制御
器（ＲＮＣ）２４によって制御される。ＵＴＲＡＮ２０はセルを越える一地点対多地点（
ＰＴＭ）伝送による遅延ジッタ-を制御する。ＵＥ１０は次のブロックが受取られつつあ
るとき、外部ブロックを復号することができなければならない。従って、一つの外部ブロ
ックのメモリが現行の外部ブロックを累積するのに必要とされるので、ＵＥにおけるバッ
ファ空間は好しくは少なくとも二つの外部ブロック９５Ａ-９５Ｃに適応すべきである。
リ-ド・ソロモン（ＲＳ）復号化の間に外部ブロックが基地局２２を横切って時間整列に
おける不正確さを補償するために、メモリはまた「行」の内部ブロックを累積することが
できなければならない。
【０１５０】
　セルＡ（９８）において、外部ブロックｎ（９５Ａ）の伝送の間に、移行が第二の内部
マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックの伝送
の間に起こる。いくらかの時間が移行の間に経過するので、セルＡ（９８）からセルＢ（
９９）へのユ-ザ-装置（ＵＥ）１０の移行を例示する矢印９６の勾配（slope）は水平で
はない。ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０がセルＢ（９９）に達する時までに、マルチメディア放
送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックの第五のブロックは伝送
されつつある。従って、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０はそれぞれの伝送の時間誤整列及び移行
の間に経過する時間より第二から第四までのブロックを欠落する。十分なブロックがセル
Ｂ（９９）において受取られるならば、パリティ・ブロックが欠落ブロックを再構築する
ために利用されるので外部ブロックｎ（９５Ａ）はそれでもなお復号される。
【０１５１】
　その後、外部ブロックｎ＋２（９５Ｃ）の伝送の間に、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０はセル
Ｂ（９９）からセルＡ（９８）への別の移行を受け、それは外部ブロックｎ＋２（９５Ｃ
）の第五の内部マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・
ブロックで起こる。この状況では、少しの内部ブロックが移行の間に失われ、外部ブロッ
クはそれでも再生される。
【０１５２】
　外部符号ブロックの使用はあらゆるサ-ビス中断の尤度を低減させるのに役立つ。誤り
回復が機能することを保証するために、同じブロックはパリティ・ブロックが各伝送路に
おいて同じ方法で構築されるべきであることを意味する各伝送路上で送られなければなら
ない。（それは放送伝送であるので、マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（
ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックは各伝送路で必ず同じである。）上位アプリケ-ション層
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８０で順方向誤り訂正（ＦＥＣ）を行うことは符号化が順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層１５
７で行われ、従って各外部ブロックについて同じであるのでパリティ・ブロックが各伝送
路において同一であることを保証するのに役立つ。それとは対照的に、符号化が、例えば
、個々の無線回線制御（ＲＬＣ）エンティティ-１５２で低位層において行われるならば
、パリティ・ブロックが各伝送路において異なるのでいくらかの調整が必要とされる。
【０１５３】
　一地点対多地点（ＰＴＭ）から二地点間（ＰＴＰ）への移行
　図１７は一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送及び二地点間（ＰＴＰ）伝送の間の移行が発生
するとき移動局１０によって受信される外部符号ブロックの間の時間関係を示す図である
。図１７に示された手法は、例えば、Ｗ-ＣＤＭＡ及びＧＳＭシステムのような二地点間
（ＰＴＰ）伝送を利用するシステムに適用する。
【０１５４】
　本発明の形態はＰＴＭ伝送の間にパリティ情報またはブロックを内部ＭＢＭＳ「ペイロ
-ド」またはデ-タ・ブロックに加えることによる順方向誤り訂正に関係する。ＰＴＭ伝送
において伝送される各外部符号ブロックは少なくとも一つのペ-ロ-ド・ブロック及び少な
くとも一つの内部パリティ・ブロックを含む。外部符号ブロックの誤り訂正能力は、例え
ばＵＥが一つのセルから他のセルへ移動するとき、もしくＭＢＭＳコンテンツの配送が同
じサ-ビス・セルにおけるＰＴＭ接続からＰＴＰ接続に変更するときのように、移行の間
のＭＢＭＳコンテンツまたは「ペイロ-ド」の損失を著しく低減し、且つ取除くようにす
る。
【０１５５】
　上記のように、或るセルはＰＴＰまたはＰＴＭ伝送手法のいずれかを使用して加入者１
０に伝送する。例えば、サ-ビスのためにそのセルの中の要求が或る閾値以下になるなら
ば、通常ＰＴＭ伝送モ-ドにおいて放送サ-ビスを伝送するセルは専用チャネルを設定して
ＰＴＰモ-ドで（或る加入者１０だけに）伝送することを選択する。同様に、専用チャネ
ル（ＰＴＰ）上でコンテンツを個々の加入者に通常伝送するセルはコンテンツを共通チャ
ネル上で多数のユ-ザ-に放送することを決定する。さらに、或るセルはコンテンツをＰＴ
Ｐ伝送モ-ドで伝送し、一方、別のセルは同じコンテンツをＰＴＭ伝送モ-ドで伝送するで
あろう。移動局１０が一つのセルから別のセルへ移動するとき、もしくはセル内の加入者
の数がＰＴＰからＰＴＭへ、或いは逆に伝送手法の変更を招いて変わるとき移行が発生す
る。逆も同様である。
【０１５６】
　外部ブロックｎ（９５Ａ）の二地点間（ＰＴＰ）伝送の間、移行が第四の内部マルチメ
ディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックの伝送の間に発
生する。いくらかの時間が移行の間に経過するので、一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送から
二地点間（ＰＴＰ）伝送へのユ-ザ-装置（ＵＥ）の移行を例示する矢印１０１の勾配は水
平ではない。ＰＴＭ１０１からＰＴＰへの移行が発生するとき、無線伝送ビット率はほぼ
同じ値を維持する。 二地点間（ＰＴＰ）伝送は一般的に１パ-セント以下のビット誤り率
を有する（例えば、伝送の間１００ペイロ-ド・ブロック毎に１以下の誤りがある）。対
照的に、一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送では、より高いビット誤り率が想定される。例え
ば、一つの実施例では、基地局は外部ブロックを１６伝送時間間隔（ＴＴＩ）ごとに一度
生成し、これらのうち１２ＴＴＩはペイロ-ド・ブロックによって占有され、４ＴＴＩは
パリティ・ブロックによって占有される。許容されるブロック誤りの最大数は１６（１２
基本ブロック＋４パリティ・ブロック）の中から４内部ブロックでなければならない。従
って、最大許容ブロック誤り率は１／４であろう。
【０１５７】
　移動局が一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送から二地点間（ＰＴＰ）伝送へ移行するとき（
１０１）、いくつかの内部ブロックが失われる。一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送及び二地
点間（ＰＴＰ）伝送が物理層（ＬＩ）においてほぼ同じビット率を持つと想定すると、平
均して、再伝送ブロックの割合（percentage）は一般的にパリティ・ブロックの割合以下
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であるから、ＰＴＰ伝送はＭＢＭＳペイロ-ド・ブロックをＰＴＭ伝送より速く送ること
を可能にする。言い換えれば、統計的に云って、パリティ・ブロックの数は無線回線制御
（ＲＬＣ）再伝送（Ｒｅ-Ｔｘ）の数よりはるかに多いから、二地点間（ＰＴＰ）伝送は
一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送より一般的にはるかに速い。移行１０１は一地点対多地点
（ＰＴＭ）伝送から一般的にはるかに速い二地点間（ＰＴＰ）伝送へあるので、ユ-ザ-装
置１０が二地点間（ＰＴＰ）伝送へ移行するとき、マルチメディア放送及びマルチキャス
トサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・デ-タの最初のブロックは伝送されつつある。従って
、それぞれの伝送の時間誤整列、または移行１０１の間に経過する時間で少しのブロッも
欠落することはない。従って、一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送から二地点間（ＰＴＰ）伝
送へ移行しているとき、一旦ＰＴＰ回線が目標セル上で確立されると失われたペイロ-ド
・ブロックは現行の外部ブロックの始まりから単に再開することによって作り出される。
網（network）は同じ外部ブロックの始まり、即ち最初の内部ブロックによってＰＴＰ伝
送を開始することによって補償する。そして、網は完全な外部ブロックの高速配送により
移行によって導入された遅れを回復する。移行の間にデ-タの損失を低減することはその
ような移行によって引き起こされるＭＢＭＳコンテンツの配送における中断を低減させる
。
【０１５８】
　その後、外部ブロックｎ＋２のＰＴＰ伝送の間に、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０は一地点対
多地点（ＰＴＭ）伝送モ-ドへの別の移行１０３を受ける。図１２では、二地点間（ＰＴ
Ｐ）から一地点対多地点（ＰＴＭ）へのこの移行１０３は外部ブロックｎ＋２の最後の内
部マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックで発
生する。この状況では、外部ブロックｎ＋２における多くの内部マルチメディア放送及び
マルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックは最後の内部ブロックを除いて
既に送られている。ＦＥＣは一般的にフィ-ドバックが利用可能でない状況において利用
される。ＰＴＰ伝送は専用チャネルを利用し、従って逆方向回線上のフィ-ドバック能力
を持つので、ＦＥＣの使用は有益のようではない。交差移行におけるデ-タの損失を最小
化、もしくは除去するために、ＵＭＴＳ地上無線接続網（ＵＴＲＡＮ）２０は、好しくは
ＰＴＭ伝送への移行の間に失われるであろう内部ブロックを全て再生するために、ＰＴＰ
伝送におけるＲＬＣ肯定応答モ-ド（ＡＭ）の低残留ブロック誤り率に依存する。言い換
えれば、標準の層２再伝送は誤りが元の伝送において検知されるあらゆるパケットを再伝
送するために利用される。従って、図１７に示されたように、パリティ・ブロックはＰＴ
Ｐ伝送では必要とされない。誤りが二地点間（ＰＴＰ）伝送の間にペイロ-ド・ブロック
に存在すれば、無線回線制御（ＲＬＣ）層はあらゆる誤りブロックの再伝送を要求するか
ら、外部ブロックはそれでもなお復号される。即ち、ＰＴＰ伝送の間に誤りがあるとき、
移動局１０は再伝送（ｒｅ-ＴＸ）を要求し、或いは全てのブロックが正しいとき、再伝
送は行われず、搬送フォ-マット０（ＴＦ０）が利用される。これは符号化効率を高める
ので、各内部ブロック９７のサイズが厳密に１伝送時間間隔（ＴＴＩ）に適合するように
、外部符号化は好しくはプロトコル・スタックの層２において行われる。
【０１５９】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）外部符号化がアプリケ-ション層のようなプロトコル・スタ
ックの上位層で行われれば、パリティ・ブロックは伝送手法（二地点間（ＰＴＰ）または
一地点対多地点（ＰＴＭ））に関係なく送られるであろう。従って、パリティ・ブロック
はまた二地点間（ＰＴＰ）伝送に付加されるであろう。
【０１６０】
　上記で述べたように、さらに効率的な再伝送手法が順方向誤り訂正の代わりに使用され
るので、ＰＴＰ伝送においてパリティ・ブロックの使用は必要ではない。パリティ・ブロ
ックは好しくはＰＴＰ伝送において伝送されないので、完全な外部ブロックの配送は無線
で同じビット率を仮定すると平均してＰＴＭよりも速い。二地点間（ＰＴＰ）伝送は一地
点対多地点（ＰＴＭ）伝送に関して予想されるので、これによってＵＥはＰＴＭのＰＴＰ
への移行によって引き起こされる中断を補償することが可能となる。ユ-ザ-装置（ＵＥ）
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は、（１）新しいセルにおける或いは移行後のいずれか二地点間（ＰＴＰ）伝送において
受取られた内部ブロックを、（２）古いセルにおける或いは移行前の一地点対多地点（Ｐ
ＴＭ）伝送において受取られた内部ブロックと結合することによって外部ブロックを再生
する。ユ-ザ-装置（ＵＥ）は移行前に受取られた内部ブロック及び同じ外部ブロックに属
する移行後に受取られた内部ブロックを結合する。例えば、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０は、
二地点間（ＰＴＰ）伝送を経由して受取られた外部ブロックｎ＋２における内部マルチメ
ディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロックを、一地点対多
地点（ＰＴＭ）伝送を経由して受取られた外部ブロックｎ＋２及びパリティ・ブロックに
おける内部マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（ＭＢＭＳ）ペイロ-ド・ブロ
ックと結合する。ＵＭＴＳ地上無線回線接続網（ＵＴＲＡＮ）２０は、ＰＴＭ回線上の伝
送に関してＰＴＰ回線からＭＢＭＳコンテンツを受信するユ-ザ-全てに外部ブロックの伝
送を僅かに「予想する」ことによってこの処理を円滑にする。
【０１６１】
　ＵＴＲＡＮはＰＴＭ伝送に関して外部ブロックの伝送を予想するのでＰＴＰからＰＴＭ
への「継ぎ目のない（seamless）」移行が可能である。その結果、セル境界を越える及び
／またはＰＴＰ及びＰＴＭといった異なる伝送手法の間でＭＢＭＳコンテンツの配送もま
た「継ぎ目がない」。この「時間予想（time anticipation）」は内部ブロックの数で表
される。ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０がＰＴＭ伝送に移行するとき、たとえ通信回線が移行時
間の間に存在しなくても、ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０はＭＢＭＳ受信のＱｏＳを妥協するこ
となく内部ブロックの「時間予想」まで浪費する。ＵＥがＰＴＰにおいて直接ＭＢＭＳ受
信を開始すれば、予想が必要とされる内部ブロックの「時間予想」数に達するまで、ＵＴ
ＲＡＮ２０は空の内部ブロック（ＴＦ０）を回避することによって外部ブロックの伝送を
ゆっくりと予期できるので、ＵＴＲＡＮはＰＴＰ伝送の始まりで直ちに「時間予想」を適
用するであろう。その点以降から、ＵＴＲＡＮは「時間予想」を一定の状態に保つ。
【０１６２】
　一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送では、無線回線制御器（ＲＮＣ）において利用可能なＵ
Ｅの特定フィ-ドバック情報は頼りにならない。二地点間（ＰＴＰ）伝送では、ＵＥ１０
は移行前に正しく受取られた最後の外部ブロックの数をＲＮＣに通知するであろう。これ
は（ＰＴＭからまたはＰＴＰから）ＰＴＰへのあらゆる移行に適用されるであろう。この
フィ-ドバックが受入れ可能と思われなければ、ＵＴＲＡＮ２０は状態移行前にユ-ザ-装
置（ＵＥ）１０によって多分受信された最後の外部ブロックを推定する。この推定は明白
なセル伝送の間の予知できる最大の時間不正確さの知識に基づいており、そして現在送ら
れつつある、或いは目標セルにおいて間もなく送られるであろう外部ブロックに基づいて
いるであろう。
【０１６３】
　順方向誤り訂正（ＦＥＣ）は移行の間に失われたあらゆるブロックが再生されように行
われる。これはコンテンツが移行の間に失われる可能性を低減することによって「継ぎ目
のない」移行をもたらす。この手法は、同じ外部ブロックが各源から伝送されつつあると
き二地点間（ＰＴＰ）から一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送への移行が発生し、それは一般
的に移行の期間に関して外部ブロックの期間があれば発生すると想定する。
【０１６４】
　ＵＥ１０におけるメモリの量は隣接セルを越えるＰＴＭ伝送の時間整列の精度との二率
背反である。ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０におけるメモリ要求を緩和することによって、ＰＴ
Ｍ　ＵＴＲＡＮ伝送の時間精度は増加する。
　図１８は無線網制御器（ＲＮＣ）Ａからの二地点間（ＰＴＰ）伝送と無線網制御器（Ｒ
ＮＣ）Ｂからの二地点間（ＰＴＰ）伝送との間の移行もしくは再配置の間に、移動局によ
って受信された外部符号ブロックの間の時間関係を示す図である。術語「ＲＮＣ」は術語
「基地局制御器（ＢＳＣ）」 と互換して使用される。「再配置（relocation）」の間に
ユ-ザ-装置（ＵＥ）１０は第一のＲＮＣ　Ａ（１２４）によって制御される領域における
コンテンツストリ-ムの二地点間（ＰＴＰ）伝送から、第二のＲＮＣ　Ｂ（２２４）によ
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って制御される領域におけるコンテンツストリ-ムの 二地点間（ＰＴＰ）伝送へ移行する
。再伝送（ｒｅ-Ｔｘ）はあらゆる欠落ＭＢＭＳペイロ-ド・ブロックを補償するために使
用される。セル間の二地点間（ＰＴＰ）伝送から二地点間（ＰＴＰ）伝送への直接移行は
リリ-ス‘９９ソフト・ハンドオ-バ-またはハ-ド・ハンドオ-バ-に類似して行われる。二
つのＲＮＣ　Ａ、Ｂの間の連携なしでも、 目標ＲＮＣ　Ａ（１２４）はＵＥ１０によっ
て受信された最後の全外部ブロックを算定しなければならない。この推定はＩｕインタフ
ェ-ス２５上のＲＮＣ２４によって受取られるＭＢＭＳコンテンツのタイミングに基づい
ているであろう。ＰＴＰ伝送を使用しているとき、ＲＮＣ２４は初期遅れを作り出し、Ｍ
ＢＭＳコンテンツのいかなる部分も無損失ＳＲＮＳ再配置を必要としなくとも失われない
であろう。
【０１６５】
　フロ-チャ-ト図は理解ために系列順に描かれているが、或るステップは実際の実施では
並行して実行されることを当業者は理解するであろう。他に示してないかぎり、方法ステ
ップは発明の範囲を逸脱することなく置換えることができる。
　当業者は情報及び信号が様々な異なるあらゆる技術及び技法を使用して表されることを
理解するであろう。例えば、上の記述の至る所で引用されるデ-タ、指示、命令、情報、
信号、ビット、シンボル、及びチップは電圧、電流、電磁波、磁場または粒子、光学場ま
たは粒子、またはそのあらゆる組合せによって表される。
【０１６６】
　ここで開示された実施例に関連して記述された様々な例示の論理的ブロック、モジュ-
ル、回路、及び、アルゴリズム・ステップは電子ハ-ドウェア、コンピュ-タ・ソフトウェ
ア、または双方の組合せとして実施できることを当業者はさらに理解するであろう。この
ハ-ドウェア及びソフトウェアの互換性を明瞭に示すために、様々な例示部品、ブロック
、モジュ-ル、回路、及びステップがそれらの機能性に関して一般に上で記述されてきた
。そのような機能性がハ-ドウェアまたはソフトウェアとして実施されるかどうかは全体
のシステムに課せられた特定の応用及び設計の制約に依存する。熟練技術者は特定の各応
用について種々の方法で記述された機能性を実施できるであろうが、そのような実施の決
定は本発明の範囲から逸脱するものと解釈されるべきではない。
【０１６７】
　ここに開示された実施例に関連して記述された様々な例示の論理的ブロック、モジュ-
ル、及び回路は一般用途プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィ-ルド・プログラム可能ゲ-トアレイ（ＦＰＧＡ）または他
のプログラム可能論理デバイス、個別ゲ-トまたはトランジスタ論理、個別ハ-ドウェア部
品、またはここに記述された機能を実行するために設計されたそのあらゆる組合せによっ
て実施、或いは実行される。一般用途プロセッサはマイクロプロセッサでもよいが、これ
の代りでは、そのプロセッサはあらゆる従来のプロセッサ、コントロ-ラ、マイクロコン
トロ-ラ、または状態機械でもよい。プロセッサはまた計算デバイスの組合せ、例えば、
ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと接続し
た一以上のマイクロプロセッサ、またはそのようなあらゆる他の構成として実施される。
【０１６８】
　ここに開示された実施例に関連して記述された方法またはアルゴリズムの操作は直接ハ
-ドウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュ-ルにおいて、
或いは二つの組合せにおいて組込まれる。ソフトウェア・モジュ-ルはＲＡＭメモリ、フ
ラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、
ハ-ドディスク、交換可能ディスク、ＣＤ-ＲＯＭ、または当技術分野において既知の他の
型式の記憶媒体に駐在する。典型的な記憶媒体はプロセッサが記憶媒体から情報を読取り
、記憶媒体に情報を書込むことができるようにプロセッサに接続される。それに代るもの
では、記憶媒体はプロセッサに一体化してもよい。プロセッサ及び記憶媒体はＡＳＩＣに
駐在してもよい。ＡＳＩＣはユ-ザ-端末に駐在してもよい。それに代るものでは、プロセ
ッサ及び記憶媒体はユ-ザ-端末中に個別部品として駐在してもよい。
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【０１６９】
　開示された実施例の先の記述は当業者が本発明を行い、或いは使用することを可能にす
るために提供される。これらの実施例への様々な変更は当業者には直ちに明白であり、こ
こに定義された一般原理は本発明の精神または範囲から逸脱することなく他の実施例に適
用できる。例えば、無線接続網２０はＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムにおいて、代わりに、汎
用地上無線接続網（ＵＴＲＡＮ）空中インタフェ-スを使用して実施されるが、接続網（a
ccess network）はＧＳＭ／ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）であり、或いはインタ--システムの
場合には、それはＵＴＲＡＮ空中インタフェ-スのセル及びＧＳＭ／ＥＤＧＥ空中インタ
フェ-スのセルを含む。このように、本発明はここに示された実施例に限定されることを
意図していないが、ここに開示された原理及び新規な特徴と両立する最も広い範囲を与え
られるべきである。
【０１７０】
　この特許文書の開示の一部は著作権保護の対象となる材料を含む。特許文書は特許・商
標局の特許ファイルまたは記録で出版されるので、著作権所有者は特許文書または特許明
細書のいずれのファクシミリ再生に対して反対をしないが、他の場合は全ての著作権権利
を保留する。
【図面の簡単な説明】
【０１７１】
【図１】通信システムの図である。
【図２】ＵＭＴＳ信号（signaling）プロトコル・スタックのブロック図である。
【図３】ＵＭＴＳプロトコル・スタックのパケット交換ユ-ザ-平面のブロック図である。
【図４】ＵＭＴＳ信号プロトコル・スタックのアクセス階層部分のブロック図である。
【図５Ａ】ＵＭＴＳ信号プロトコル・スタックの無線回線制御（Radio Link Control：Ｒ
ＬＣ）層において使用されるデ-タ転送モ-ド、及び各層において使用される様々なチャネ
ルのブロック図である。
【図５Ｂ】様々なＲＬＣデ-タ転送モ-ドを含む無線回線制御（ＲＬＣ）層のア-キテクチ
ャを示すブロック図である。
【図５Ｃ】無線回線制御（ＲＬＣ）肯定応答モ-ド（Acknowledged Mode：ＡＭ）を実施す
るエンティティ-を示すブロック図である。
【図６】順方向誤り訂正層を有する修正ＵＭＴＳプロトコル・スタックの図である。
【図７Ａ】順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層を含むアクセス層のプロトコル構造の一実施例を
示す。
【図７Ｂ】順方向誤り訂正（ＦＥＣ）層を含むアクセス層のプロトコル構造の別の実施例
を示す。
【図８】情報ブロック並びに情報ブロックに対応する外部符号ブロックの図である。
【図９Ａ】マルチメディア放送及びマルチキャストサ-ビス（Multimedia Broadcast and 
Multicast Service：ＭＢＭＳ）データに適用できる外部符号ブロック構造を示す図であ
る。
【図９Ｂ】多数行が伝送時間間隔（Transmission Time Interval：ＴＴＩ）ごとに送られ
る図９Ａの外部符号ブロック構造を示す図である。
【図９Ｃ】各行が多元ＴＴＩで送られる図９Ａの外部符号ブロック構造を示す図である。
【図１０Ａ】順方向誤り訂正層により生成される外部符号ブロックを示す図である。
【図１０Ｂ】順方向誤り訂正層により生成される外部符号ブロックを示す図である。
【図１１】ＲＬＣ　ＵＭ＋エンティティ-において使用される順方向誤り訂正（ＦＥＣ）
層の一実施例である。
【図１２Ａ】外部符号ブロックの行サイズが固定されるデ-タ・ユニットから外部符号ブ
ロックを生成するための符号化処理を示す。
【図１２Ｂ】空中で送られる図１２Ａにおける情報の例を示す。
【図１３】様々な行サイズを有する外部符号ブロックを生成するための符号化処理を示す
。
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【図１４】順方向誤り訂正（ＦＥＣ）ヘッダ-・フォ-マットの一実施例の図である。
【図１５】異なる論理ストリ-ム間の時間オフセットによって移動局に復号を遅延させる
ことを可能にするためのアルゴリズムである。
【図１６】セルＡから一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送を、セルＢから別の一地点対多地点
（ＰＴＭ）伝送を受信している間に移動局が移行するとき移動局によって受信された外部
符号ブロック間の時間関係を示す図である。
【図１７】一地点対多地点（ＰＴＭ）伝送と二地点間（ＰＴＰ）伝送の間の移行が発生す
るとき、移動局によって受信された外部符号ブロック間の時間関係を示す図である。
【図１８】無線網制御器（ＲＮＣ）Ａからの二地点間（ＰＴＰ）伝送と無線網制御器（Ｒ
ＮＣ）Ｂからの他の二地点間（ＰＴＰ）伝送との間の移行もしくは再配置の間に、移動局
によって受信された外部符号ブロック間の時間関係を示す図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図５Ｃ】 【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】 【図９Ｃ】
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【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】

【図１１】 【図１２Ａ】
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【図１２Ｂ】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】
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